
図
版

4

5

　　　　：饗．．．

＃，t，ft，：ecabx　iee”，一li，

1

2

3i

1　八府庄村出土銀盤

4　何家村出土銀提梁壷

2　坑底村出土銀盤

5威陽出土金丁丁

3　韓藍塞出土銀盤



護

9

10

6　何家村出土金杯（杯第Id）

9　沙披村出土銀杯（杯第Ia）

灘

魏

6

欝灘騰　 ，
難

麟

　　　　11
7　何家村出土銀杯（杯第Ib）　8

10　何家村出土金杯（杯第【b）　11

　　　　　　　，嘆．
　　　　　　　ギ樟「
　　　　　　　　　8
何家村出土銀杯（杯ee　ll）

沙三三出土銀杯（杯第皿）

図
版



図
版

、環驚帰

国メ

15

16

2
匿
」
O
Q

1
ー
ユ

灘鱗鍵’

17

欝欝戸∵
12

翻∵
鋳 蟻

13

幽幽村出土銀杯（杯第IVa）

沙披村出土銀杯（杯第Nb）

背陰村出土銀八曲長杯

18

13　沙坂村出土銀杯（杯第皿）　　14　背陰村出土銀杯

16何家村出土銀杯（杯第皿）　17　背陰門出土銀杯

14



22

23

19　何家村出土銀椀胃底

22　何家村出土銀椀外底

’19

20

　　　24

20　何家村出土銀皿内面　　21

23　何家村出土銀椀内面　　24

何家村出土銀盒蓋外面

何家村出土銀盒蓋外面

21

図
版

四



一
九
五
六
年
来
出
土
の
唐
代
金
銀
器
と
そ
の
編
年

44　（840）

桑

山

正

進

’

　
【
要
約
】
　
唐
代
金
銀
器
に
対
す
る
従
来
の
理
解
は
、
清
朝
宋
以
降
解
放
以
前
に
流
出
し
た
出
土
状
況
が
不
確
か
な
資
料
や
、
正
倉
院
蔵
品
や
文
献
の
援
用

　
の
上
に
立
っ
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
一
九
五
六
年
来
出
土
し
た
三
百
点
近
い
金
銀
製
品
の
う
ち
、
装
身
具
等
を
除
く
一
一
出
土
地
約
二
六
〇
点
の
容
器
類
を

　
整
理
す
る
と
、
単
独
出
土
品
も
一
括
埋
蔵
品
も
と
も
に
唐
代
長
安
を
中
心
に
関
内
道
に
集
中
し
、
し
か
も
唐
墓
副
葬
品
は
な
く
、
舎
利
埋
納
物
ま
た
は
鎮

　
韓
藍
と
し
て
仏
寺
に
か
か
わ
る
例
も
な
く
、
専
ら
住
居
跡
と
関
連
す
る
事
情
が
判
明
す
る
。
銀
器
の
切
銘
お
よ
び
年
代
の
明
白
な
金
銀
器
以
外
の
唐
墓
出

　
土
品
と
を
年
代
決
定
の
基
準
と
し
て
分
類
す
る
と
、
唐
代
金
銀
器
の
出
現
は
八
世
紀
初
頭
ま
で
は
確
実
に
お
さ
え
る
こ
と
が
で
き
、
八
世
紀
前
半
に
ピ
ー

　
ク
が
あ
り
、
以
後
、
八
世
紀
末
九
世
紀
初
、
九
世
紀
中
葉
以
降
と
三
群
を
設
定
で
き
、
八
世
紀
初
か
ら
五
〇
年
単
位
で
展
開
過
程
を
し
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
八
世
紀
前
半
の
器
の
う
ち
、
杯
形
金
銀
器
の
環
状
把
手
と
節
つ
き
台
墨
は
金
銀
器
出
現
の
状
況
に
対
す
る
指
標
と
な
り
、
前
者
は
七
世
紀
ソ
グ
デ
ィ
ア
ー

　
ナ
銀
器
、
後
者
は
中
国
製
作
と
し
て
は
階
代
に
あ
ら
わ
れ
る
六
世
紀
ト
ゥ
ハ
ー
リ
ス
タ
ー
ソ
銀
器
と
密
接
な
関
係
に
あ
る
。
唐
代
金
銀
器
の
出
現
に
サ
ー

　
サ
ー
ソ
銀
器
の
役
割
を
過
大
評
価
し
た
従
来
の
理
解
は
文
献
上
の
「
胡
」
の
内
容
と
と
も
に
再
検
討
の
余
地
が
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
史
林
　
六
〇
巻
六
号
　
一
九
七
七
年
【
一
月

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
’

は
じ
め
に

　
心
密
代
中
国
に
お
い
て
金
銀
器
が
さ
か
ん
に
つ
く
ら
れ
、
朝
廷
権
門
の
あ
い
だ
で
は
賞
賜
進
浴
用
に
流
通
し
、
ま
た
伎
館
酒
楼
に
お
い
て
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

酒
器
茶
器
に
使
用
さ
れ
た
事
実
は
、
加
藤
繁
博
士
が
広
く
文
献
か
ら
採
取
さ
れ
て
、
よ
く
知
ら
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
同
じ
く
原
田
淑
人
博
士

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

は
正
倉
院
蔵
品
に
注
目
さ
れ
、
そ
れ
ら
が
盛
唐
の
銀
器
と
深
い
つ
な
が
り
に
あ
る
こ
と
を
早
く
指
摘
さ
れ
た
。
原
田
博
士
は
と
く
に
唐
の
銚
汝

能
撰
『
安
禄
山
事
蹟
』
を
採
用
さ
れ
、
そ
こ
に
金
立
花
大
胡
瓶
、
大
無
量
、
並
蓋
金
花
大
銀
盤
、
金
二
野
胡
瓶
、
金
花
盤
、
金
鍍
銀
蓋
椀
な
ど



一九五六年来出土の唐代金銀器とその編年（桑【1」）

多
く
の
銀
器
の
形
式
を
認
め
ら
れ
、
盛
唐
の
器
に
関
す
る
考
証
を
お
こ
な
わ
れ
た
の
で
あ
る
。

　
唐
代
金
銀
器
の
実
際
に
関
し
て
は
、
正
倉
院
蔵
米
あ
る
い
は
中
国
か
ら
流
出
し
て
欧
米
日
本
の
個
人
や
博
物
館
の
所
有
と
な
っ
た
品
物
が
し

ら
れ
、
ま
た
そ
れ
ら
を
も
と
に
類
推
し
て
い
た
の
が
第
二
次
大
戦
終
結
前
後
ま
で
の
理
解
の
し
か
た
で
あ
っ
た
。
そ
の
う
ち
に
は
白
鶴
美
術
館

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

蔵
品
を
詳
細
に
調
査
さ
れ
た
梅
原
末
治
博
士
の
、
唐
銀
器
に
関
す
る
洞
察
の
深
い
見
解
が
あ
り
、
　
一
方
英
国
博
物
館
爵
。
切
長
叢
ω
げ
窓
信
ω
①
昨
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

の
、
乾
符
四
年
銘
銀
杯
を
含
む
一
括
一
五
器
を
実
物
に
当
っ
て
検
討
さ
れ
た
後
藤
守
一
博
士
の
譲
文
も
あ
る
。
中
国
か
ら
盗
掘
に
よ
っ
て
流
出

し
た
金
銀
器
は
、
当
然
出
土
状
況
や
出
土
地
は
あ
き
ら
か
で
な
く
、
出
土
地
の
し
ら
れ
て
い
る
と
い
う
英
國
博
物
館
の
一
五
器
に
し
て
も
、
西

安
北
邨
山
出
土
と
伝
わ
る
な
ど
、
西
安
に
信
を
お
く
か
、
玉
山
を
と
っ
て
洛
陽
と
考
え
る
か
と
い
う
ふ
う
に
、
暖
昧
で
拠
り
ど
こ
ろ
が
な
い
。

し
た
が
っ
て
、
そ
の
よ
う
な
器
物
が
い
か
に
す
ぐ
れ
た
銀
器
で
あ
っ
て
も
、
結
局
不
確
か
な
資
料
に
す
ぎ
な
い
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。

　
と
こ
ろ
が
、
中
国
解
放
以
降
、
一
九
五
六
年
に
は
西
安
に
お
い
て
大
小
銀
盤
各
一
点
が
銀
鑓
四
枚
と
と
も
に
発
見
さ
れ
、
つ
い
で
五
七
、
五

八
年
と
建
設
が
進
む
に
し
た
が
っ
て
、
つ
ぎ
つ
ぎ
に
銀
器
の
出
土
が
伝
え
ら
れ
、
そ
の
点
数
は
正
倉
院
の
銅
製
品
を
含
め
た
数
を
は
る
か
に
う

わ
ま
わ
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
発
見
は
一
九
七
〇
年
に
お
け
る
西
安
何
家
村
の
埋
蔵
一
括
二
六
九
点
と
い
う
膨
大
な
出
土
量
で
頂
点
を
む
か
え
た

感
が
あ
る
。
こ
こ
に
唐
代
金
銀
器
は
出
土
状
況
や
出
土
地
を
あ
る
程
度
ま
で
明
確
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
状
態
と
な
り
、
そ
の
資
料
中
に
は
切

銘
で
は
あ
る
が
銘
文
も
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
小
論
は
、
こ
の
よ
う
な
解
放
以
来
の
出
土
品
を
逐
一
整
理
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
従
来

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

不
明
瞭
で
あ
っ
た
唐
代
金
銀
器
の
変
遷
を
あ
と
づ
け
、
ま
た
そ
の
出
現
に
関
す
る
状
況
を
検
討
す
る
も
の
で
あ
る
。

①
　
加
藤
繁
『
唐
宋
晴
代
に
於
け
る
金
銀
の
研
究
』
東
京
、
一
九
二
六
、
四
二
五
－

　
四
六
二
頁
。

②
　
原
田
淑
人
「
正
倉
院
御
物
を
通
し
て
観
た
る
東
西
文
化
の
交
渉
」
（
『
東
亜
古
文

　
化
研
究
』
　
一
九
四
〇
、
八
一
1
【
〇
六
頁
所
収
）
、
岡
「
西
域
文
化
と
正
倉
院
宝

　
物
」
（
『
東
亜
古
文
化
説
苑
』
東
京
、
一
九
七
三
、
七
五
一
九
一
頁
所
収
）
、
同
胃
天

　
宝
の
風
雲
児
安
禄
山
を
描
く
」
（
『
東
亜
古
文
化
説
苑
隠
一
七
ニ
ー
一
八
五
頁
所
収
）

　
な
ど
。

③
　
梅
原
末
治
「
支
那
唐
代
銀
器
の
三
四
に
就
て
」
（
『
美
術
研
究
』
第
＝
二
〇
号
、

　
一
九
三
七
）
、
同
「
中
国
古
代
の
金
銀
器
」
（
『
、
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
』
六
〇
号
、
一
九

　
五
六
）
。

④
　
後
藤
守
一
「
大
英
博
物
館
所
蔵
の
唐
代
金
銀
器
」
（
『
考
古
学
雑
誌
』
第
二
〇
巻

　
第
三
暑
、
一
九
三
〇
）
。

45　（841）



⑤
金
銀
器
と
い
う
名
称
は
、
中
国
に
お
い
て
は
鉄
器
と
か
銅
器
と
同
じ
く
、
金
あ

　
る
い
は
銀
を
素
材
に
し
た
製
品
全
般
に
薄
し
て
用
い
ら
れ
る
用
語
の
よ
う
で
あ

る
。
し
た
が
っ
て
頭
飾
そ
の
他
の
装
飾
具
も
含
ま
れ
て
い
る
。
小
論
で
は
こ
の
よ

う
な
用
語
法
を
採
ら
ず
、
単
に
容
器
類
を
意
味
す
る
に
す
ぎ
な
い
。

46　（842）

出
土
資
料

　
一
九
五
六
年
号
ら
一
九
七
〇
年
ぎ
で
に
出
土
し
た
金
銀
器
二
六
〇
点
の
う
ち
、
金
器
は
何
家
村
の
一
二
器
と
威
陽
戦
闘
公
社
の
一
器
だ
け
で
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

ほ
か
は
み
な
銀
器
で
あ
る
。
発
見
年
次
順
に
列
挙
す
る
と
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

　
（
一
）
　
西
安
市
部
北
郊
八
府
庄
東
北
付
近
で
一
九
五
六
年
に
出
土
。
銀
盤
大
小
各
一
点
と
銀
鑓
四
枚
。
銀
盤
の
う
ち
小
型
品
は
無
紋
、
既
に

つ
ぶ
れ
て
復
原
不
能
で
あ
っ
た
。
大
型
銀
盤
は
直
径
約
三
四
セ
ン
チ
。
六
花
形
の
打
ち
出
し
で
、
盤
中
央
に
獅
子
、
水
平
の
周
縁
帯
に
花
紋
と

蔓
を
配
す
る
。
花
紋
も
蔓
も
六
花
の
各
々
の
花
形
内
で
完
結
し
、
周
縁
全
体
に
つ
な
が
っ
て
い
な
い
。
図
柄
部
分
に
鍍
金
す
る
。
も
と
巻
葉
形

の
青
銅
製
三
足
が
つ
い
て
い
た
が
、
二
足
が
離
脱
し
て
出
土
。

　
伴
出
し
た
銀
錘
に
は
、
銘
が
あ
る
。

（
第
一
銀
錐
）
「
専
知
諸
道
銭
使
兵
部
侍
郎
兼
御
史
中
丞
臣
楊
国
忠
進
」
（
表
）
。

「
中
散
大
夫
使
持
節
信
安
郡
諸
軍
事
検
校
信
安
郡
太
守
上
柱
凝
縮
逓
巌
」
　
「
信
安
郡
専
知
山
官
丞
議
郎
行
録
事
参
軍
智
庭
上
」
　
「
天
樽
拾
載
正
月
日
税
山
銀

一
錘
五
十
両
正
」
（
裏
）
。

（
第
二
銀
艇
）
「
専
知
諸
道
鋳
銭
使
兵
部
侍
郎
兼
御
史
中
丞
深
度
支
事
臣
楊
国
忠
進
」
（
表
）
。

「
宣
城
郡
和
市
銀
壷
鋸
五
拾
両
」
「
専
業
官
大
中
大
夫
使
持
節
宣
城
郡
諸
軍
事
守
宣
城
郡
太
守
上
等
国
臣
苗
奉
還
」
「
天
宝
拾
載
四
月
二
十
九
日
」
（
裏
）

（
第
三
銀
鋸
）
「
銀
五
十
両
」
「
嶺
南
採
訪
使
兼
南
海
郡
太
守
臣
盗
難
進
」
（
蓑
）
。
裏
無
銘
。

（
第
四
銀
錐
）
「
郎
寧
郡
都
督
府
下
宝
二
年
総
藻
壼
鑓
重
伍
拾
両
朝
議
郎
権
懐
沢
郡
」
「
太
守
権
判
太
守
兼
墓
碑
軍
事
上
柱
国
融
融
瑛
専
知
念
」
「
戸
曹
参
軍
陳

如
玉
陳
光
遠
□
□
仙
」
（
表
）
。
裏
無
銘
。



一九五六年来出土の唐代金銀器とその編年（桑山）

と
あ
っ
て
、
天
宝
形
載
楊
国
忠
進
奉
銀
が
二
枚
、
財
宝
二
年
嶺
南
道
郎
寧
墨
黒
銀
が
一
枚
、
彰
呆
進
奉
銀
が
一
枚
（
出
典
1
・
2
、
図
版
一
の
一
）
。

　
（
二
）
　
西
安
市
和
平
門
外
で
一
九
五
七
年
に
出
土
。
鍍
金
銀
製
茶
托
七
点
。
七
点
の
茶
托
は
基
本
的
に
同
じ
形
態
で
、
茶
椀
を
の
せ
る
受
け

台
が
突
起
円
圏
と
し
て
つ
く
り
出
さ
れ
、
底
は
末
広
の
高
台
。
そ
の
中
間
に
花
形
の
う
け
皿
を
つ
く
る
。
こ
の
形
状
に
二
種
類
あ
り
、
第
一
類

は
受
け
台
を
中
心
に
し
て
花
弁
が
二
重
に
表
現
さ
れ
、
大
き
い
方
は
花
弁
先
端
を
内
に
折
り
か
え
し
た
六
弁
。
小
さ
い
方
は
十
二
弁
で
あ
っ
て
、

そ
の
弁
端
は
大
花
弁
の
間
に
お
か
れ
て
い
る
。
第
二
類
は
五
稜
形
で
、
単
弁
。
早
緑
部
全
体
を
浅
く
折
っ
て
直
立
さ
せ
て
い
る
。
第
一
類
の
底

部
鍍
金
は
あ
ら
か
た
摩
滅
し
て
長
期
使
用
を
示
し
、
内
側
横
方
向
に
　
「
大
中
十
四
年
八
月
造
成
渾
金
鴬
茶
拓
子
一
枚
金
銀
共
重
拾
両
硬
調
参

字
」
の
民
衆
が
あ
り
、
お
そ
く
と
も
八
六
〇
年
製
作
の
銀
器
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
て
い
る
。
但
書
・
三
セ
ン
チ
。
第
二
類
は
径
九
・
六
セ
ン

チ
で
、
六
点
あ
り
、
そ
の
う
ち
一
点
は
、
第
一
類
と
同
じ
く
高
台
内
側
に
、
「
左
策
面
骨
茶
庫
金
野
拓
（
托
）
子
萱
拾
枚
共
重
玖
軍
団
両
伍
三
一
」

の
切
銘
。
五
点
に
は
「
左
策
使
宅
茶
庫
一
」
の
切
銘
（
出
典
3
、
図
1
）
。

　
（
三
）
　
陳
西
省
耀
県
柳
亀
背
陰
口
の
西
方
で
一
九
五
九
年
に
出
土
。
士
林
は
耀
県
の
西
北
約
二
〇
キ
ロ
。
石
で
蓋
を
し
た
大
型
甕
に
一
九
点

和平門外出土銀茶托

が
一
括
し
て
埋
蔵
し
て
あ
っ
た
。
一
九
点
中
三
点
は
、
匙
、
箸
（
一
対
）
、
曲
圏
と
称
す
る
も

の
、
一
六
点
が
高
足
杯
、
長
曲
杯
、
椀
、
皿
、
盤
、
三
足
壺
、
茶
托
な
ど
で
あ
る
（
出
典
4
）
。

　
ω
　
高
足
杯
”
二
点
。
末
広
の
高
い
台
を
つ
け
た
五
花
形
の
深
い
杯
で
、
一
点
は
口
径
九

．
ニ
セ
ン
チ
、
高
さ
七
・
八
セ
ン
チ
。
口
縁
が
ほ
と
ん
ど
平
坦
で
、
各
花
形
の
切
れ
こ
み
が

弱
く
、
高
足
基
底
の
花
形
の
切
れ
こ
み
は
強
い
。
他
の
一
点
は
、
口
径
九
・
五
セ
ン
チ
、
高

さ
八
．
五
セ
ン
チ
。
上
の
関
係
は
逆
で
、
由
縁
の
切
れ
こ
み
の
方
が
深
い
（
図
版
三
の
1
4
・
1
7
）
。

　
②
　
椀
二
点
。
口
径
九
・
五
セ
ン
チ
、
高
さ
八
・
五
セ
ン
チ
。
円
形
で
圏
足
つ
き
の
椀

で
、
口
縁
を
や
や
外
反
り
に
つ
く
り
、
内
底
に
は
魚
子
技
法
で
連
珠
圏
を
ま
わ
し
、
そ
の
内

部
に
鴻
雁
と
中
心
か
ら
四
方
に
撮
出
し
し
た
花
紋
を
刻
み
、
魚
子
で
地
を
う
め
る
。
口
縁
外
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一九五六年来出土の唐代金銀器とその編年（桑山）

側
に
下
底
と
同
じ
連
珠
圏
を
打
ち
、
器
壁
外
面
は
一
段
一
〇
弁
を
三
段
に
互
い
ち
が
い
に
並
べ
る
。
花
弁
は
、
形
式
化
し
た
半
パ
ル
メ
ヅ
ト
を

対
称
に
お
い
て
轡
形
を
つ
く
り
、
弁
下
部
に
三
葉
形
を
刻
み
、
そ
こ
か
ら
放
射
し
た
細
線
を
刻
ん
で
い
る
。
器
壁
内
面
の
図
柄
は
外
面
の
裏
返

し
で
あ
る
が
、
弁
形
は
パ
ル
メ
ッ
ト
で
つ
く
ら
ず
に
単
な
る
刻
線
で
、
弁
下
部
か
ら
二
葉
を
出
し
て
左
右
対
称
に
お
い
て
い
る
。
外
底
に
「
宣

徽
酒
坊
宇
字
号
」
の
切
銘
を
も
つ
（
図
2
の
4
）
。

　
㈲
　
鍍
金
花
鳥
紋
四
花
碧
潭
”
一
点
。
口
径
一
九
・
八
セ
ン
チ
、
高
さ
八
セ
ン
チ
。
弱
い
四
花
形
で
圏
足
を
つ
け
る
。
耳
底
に
鴻
雁
と
花
草

紋
を
、
山
烏
内
側
の
各
区
間
（
花
の
一
つ
ず
つ
）
に
内
野
と
同
巧
の
花
草
紋
を
刻
む
。
口
縁
内
側
に
連
続
花
弁
紋
が
あ
り
、
外
底
に
「
馬
馬
鞭
」

の
切
銘
が
あ
る
（
図
2
の
一
）
。

　
ω
　
皿
”
六
点
。
四
花
楕
円
形
で
圏
足
つ
き
の
も
の
二
点
、
四
花
楕
円
形
で
平
底
の
も
の
一
点
、
総
花
円
形
の
も
の
二
点
、
五
弁
花
形
の
も
の

一
点
が
あ
る
。
四
花
楕
円
形
皿
（
長
径
一
六
・
五
と
長
径
一
八
・
五
と
長
径
一
八
・
五
、
い
ず
れ
も
高
さ
四
・
五
、
単
位
セ
ン
チ
）
も
五
花
円
形
皿
（
直
径

一
七
・
七
、
径
一
三
・
六
）
も
弁
間
の
切
れ
こ
み
は
弱
く
、
打
ち
出
し
に
よ
る
弁
間
の
仕
切
り
が
弱
く
内
面
へ
出
て
い
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
花
形

が
判
定
で
き
る
程
度
で
あ
る
。

　
五
花
円
豊
田
の
う
ち
小
型
の
方
は
外
底
に
「
朱
□
」
の
切
銘
が
あ
る
ほ
か
、
紋
様
は
な
い
。
大
型
の
方
は
圏
足
を
つ
け
、
外
書
に
奪
格
紋
と

「
塩
鉄
使
臣
敬
栄
進
十
一
こ
の
切
銘
が
あ
る
（
図
2
の
2
）
。
内
底
と
内
面
の
各
区
に
団
花
が
刻
ま
れ
、
図
紋
だ
け
鍍
金
し
て
あ
る
。
四
花
楕
門

形
も
こ
れ
と
同
じ
く
、
小
型
の
方
は
淵
底
に
双
魚
と
花
草
、
各
区
に
は
団
花
、
口
縁
内
側
に
連
続
花
紋
と
魚
子
地
を
装
飾
す
る
。
大
型
の
方
は
、

内
底
に
双
鳥
と
花
草
、
魚
子
を
地
紋
と
す
る
。
口
笛
内
側
に
花
弁
紋
、
ま
た
外
面
各
区
に
団
花
を
刻
み
、
や
は
り
紋
飾
部
だ
け
鍍
金
し
て
い
る

（
図
2
の
3
）
。
他
の
二
点
は
無
紋
で
五
弁
花
形
の
も
の
は
直
径
一
六
・
五
セ
ン
チ
、
楕
円
形
四
花
の
も
の
は
口
縁
を
水
平
に
折
り
ま
げ
た
打
ち

出
し
で
、
長
径
一
四
セ
ン
チ
、
短
径
八
・
五
セ
ン
チ
、
高
さ
一
二
鳴
門
ソ
チ
。

　
⑤
長
曲
杯
”
三
点
。
報
告
で
は
羽
筋
と
な
っ
て
い
る
。
そ
の
一
は
四
花
形
無
紋
で
、
長
径
一
二
・
四
セ
ン
チ
、
短
径
七
・
ニ
セ
ン
チ
。
報

告
者
（
藁
家
群
．
朱
捷
元
）
は
平
底
と
い
う
が
、
高
さ
は
残
高
二
・
ニ
セ
ソ
チ
と
記
さ
れ
た
点
、
も
と
圏
足
あ
る
い
は
杯
で
み
る
よ
う
な
末
広
ラ
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ヅ
パ
訴
状
の
高
い
台
が
つ
い
て
い
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
そ
の
二
、
三
は
い
わ
ゆ
る
八
曲
長
杯
（
図
版
三
の
1
8
）
と
十
二
曲
長
杯
（
図
2
の
7
）
で
、

口
縁
部
は
外
反
り
に
な
ら
な
い
。
大
型
の
方
、
す
な
わ
ち
八
曲
長
骨
で
は
曲
問
の
稜
線
が
比
較
的
鋭
く
内
側
に
出
て
い
る
が
、
小
型
の
方
、
十

二
曲
長
杯
で
は
稜
線
が
円
味
を
帯
び
て
い
る
。
い
ず
れ
の
器
も
長
軸
両
端
の
二
曲
が
他
の
曲
面
よ
り
も
著
る
し
く
大
き
い
の
が
姦
凶
で
あ
る
。

　
⑥
　
盤
二
点
。
口
縁
が
立
ち
あ
が
っ
た
直
径
二
三
・
六
セ
ン
チ
の
円
形
盤
で
、
三
二
が
つ
き
、
内
底
に
耳
珠
を
弄
す
る
獅
子
、
地
紋
は
複

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
線
の
雲
紋
。
雲
紋
の
間
を
粗
放
な
魚
子
で
う
め
て
い
る
。
器
の
内
面
は
刻
紋
に
よ
り
周
縁
部
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
飾
り
、
ま
た
器
腹
も
同
様
の
刻
紋
で
四
区
に
わ
か
ち
、
各
区
に
開
花
を
刻
み
鍍
金
す
る
。
口
縁

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
内
側
水
平
部
に
、
　
「
十
、
十
二
、
長
命
」
の
切
銘
が
あ
る
（
図
2
の
5
）
。
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦
　
茶
托
…
一
点
。
托
子
一
六
・
五
セ
ン
チ
、
高
さ
二
・
五
セ
ン
チ
、
托
部
は
五
弁
と
し
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⇔
の
西
安
市
漫
事
門
外
出
土
茶
托
子
第
工
類
（
「
左
回
使
宅
茶
庫
」
銘
）
と
同
一
の
型
式
で
、
こ
ち

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ら
に
は
「
阿
満
躍
両
参
銭
」
の
切
銘
が
外
底
に
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧
　
三
足
三
曲
壺
”
一
点
。
大
き
さ
は
報
告
さ
れ
て
い
な
い
。
腹
部
上
半
は
人
物
雲
紋
草
葉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
紋
を
魚
子
地
に
配
し
、
下
半
は
「
宣
徽
酒
坊
」
銘
椀
と
類
似
し
た
鱗
状
蓮
弓
形
で
飾
る
。
頸
部

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
に
雲
紋
が
あ
り
、
腹
部
上
半
の
人
物
と
関
連
す
る
と
考
え
ら
れ
る
「
回
路
」
　
「
論
語
三
二
公
問

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
と
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出典略称は資料出典参照のこ

政
」
の
鋳
銘
が
あ
る
（
図
2
の
8
）
。

　
（
四
）
　
西
安
市
北
郊
坑
底
村
で
一
九
六
二
年
に
出
土
。
鍍
金
宝
相
華
双
鳳
六
花
形
銀
盤
で
直

径
は
五
五
セ
ン
チ
。
切
れ
こ
み
が
弱
く
ほ
と
ん
ど
円
形
に
な
っ
た
外
縁
と
、
そ
れ
よ
り
切
れ

こ
み
の
強
い
内
縁
と
の
閥
に
、
水
平
の
周
縁
部
を
つ
く
り
、
器
の
内
面
も
ま
た
内
縁
六
曲
に
対

応
す
る
六
区
間
を
形
成
し
て
い
る
。
内
底
に
は
ほ
ぼ
同
形
の
鳳
鳳
二
羽
を
中
心
に
対
し
て
一
八

○
度
転
回
し
た
位
置
に
頭
あ
わ
せ
に
配
し
、
花
草
紋
を
充
填
し
て
全
体
を
円
形
に
し
て
い
ゐ
。
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一九五六年来出土の庸代金銀器とその編年（桑山）

唐代雌薩町回年代（AD）瞬廷1劉劇通地土出
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Q
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（A）

△

1956

1957

1958

1962

1963

1966

1968
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1972

　？

　？

謙剛馨
響

坊
園
部

化
薙
東

興
二
宮

安
舳
慶

長
長
興

西安東北三八府庄村

　〃　和平門外

映西省耀県説林背陰村

西安北郊坑底村

　〃　東南郊沙坂村

鋏西省威陽戦闘公社

西安東郊郭家灘

西安南郊何家村

　〃　東南抽江池

　〃　東郊韓森纂

　〃　東南洪慶村

1
2
3
4
5
6
7
8
9

10

P1

年号は切銘による年代，銘の（）は伴出品に銘があるもの，＊は金器数，表：金銀器出土一覧

こ
の
図
柄
を
中
心
に
各
曲
に
当
る
位
置
に
二
種
の
団
花
を
交
互
に
お
く
。
水
平
周
縁
部
の
一
曲

に
も
花
果
と
花
草
と
い
っ
た
二
種
の
団
花
を
交
互
に
お
き
、
そ
の
間
、
す
な
わ
ち
切
れ
こ
み
に

対
応
す
る
位
置
に
、
蝶
の
両
翼
を
一
端
ず
つ
糾
え
た
二
羽
の
雀
と
、
花
を
両
側
か
ら
咋
え
た
鴻

雁
（
い
ず
れ
に
せ
よ
鳥
の
形
態
は
異
な
っ
た
種
類
の
鳥
で
あ
る
こ
と
を
は
っ
き
り
表
現
し
て
い
る
）
と
を

交
互
に
お
い
て
い
る
。
ま
た
外
縁
、
内
縁
、
さ
ら
に
内
縁
か
ら
つ
づ
い
て
打
ち
出
し
た
曲
間
の

仕
切
り
の
稜
線
上
に
ま
で
刻
線
に
よ
っ
て
連
続
紋
を
飾
る
。
裏
面
に
、
　
「
断
画
道
都
二
三
観
察

処
置
等
使
」
　
「
大
中
大
夫
守
越
州
刺
史
兼
御
史
大
夫
上
巳
国
賜
紫
三
鷹
憂
臣
斐
粛
進
」
、
お
よ

び
「
点
過
詑
」
の
切
銘
が
あ
る
（
出
典
5
・
6
一
四
一
番
、
図
版
一
の
2
）
。

　
（
五
）
　
西
安
市
東
南
郊
沙
坂
村
で
一
九
六
三
年
に
出
土
し
た
一
括
一
五
点
。
薫
炉
四
点
、
椀

二
点
、
杯
六
点
、
盒
一
点
、
壺
一
点
、
小
型
器
一
点
よ
り
な
る
（
出
典
7
）
。

　
ω
　
薫
炉
嚇
被
中
香
炉
で
、
中
央
で
二
つ
に
開
く
球
体
。
内
部
に
寵
灯
返
し
の
炉
鉢
を
お
い

て
炉
が
水
平
を
保
つ
よ
う
二
環
で
保
持
す
る
。
球
体
部
は
、
一
種
は
花
草
紋
透
彫
部
と
三
組
六

種
の
花
鳥
紋
毛
彫
部
と
か
ら
成
り
、
他
の
一
種
は
上
下
二
組
六
種
の
花
鳥
紋
毛
彫
部
と
透
彫
部

と
か
ら
成
る
。
ほ
ぼ
直
径
は
五
セ
ン
チ
で
、
長
さ
約
五
セ
ン
チ
の
兵
庫
鎖
を
つ
け
、
先
端
に
鉤

を
つ
な
い
で
い
る
。
薫
炉
は
㈹
の
何
家
村
で
も
出
土
し
た
が
、
従
来
は
正
倉
院
蔵
禽
獣
唐
草
紋

銀
薫
炉
二
点
と
ユ
ー
モ
ル
フ
ォ
プ
一
頻
ス
罰
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
及
び
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
美
術
館
の

　
　
　
　
　
　
　
　
②

各
一
点
が
し
ら
れ
て
い
た
。

　
②
　
椀
“
二
種
各
一
点
。
第
一
種
は
口
径
一
四
・
七
セ
ン
チ
の
円
形
で
、
重
縁
直
下
の
一
帯

を
内
轡
さ
せ
、
そ
れ
以
下
底
部
ま
で
の
器
壁
を
十
二
曲
と
し
て
圏
足
を
つ
け
た
も
の
。
内
底
だ

51 （847）
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灘

懸
　
、
鰯

二
点
。
前
者
の
第
一
（
図
版
二
の
1
1
）
は
、

は
ソ
ロ
バ
ン
島
形
の
節
の
あ
る
束
と
ラ
ッ
パ
状
基
底
と
で
な
る
。

気
味
と
な
る
。
こ
の
間
は
唐
草
紋
で
、
突
稜
以
下
は
四
幅
の
騎
馬
狩
猟
図
。

は
、
口
径
七
・
ニ
セ
ン
チ
、
古
同
さ
五
セ
ン
チ
。

鳥
、
樹
木
、
山
水
な
ど
を
刻
み
、
口
縁
と
蓮
弁
と
の
間
に
で
き
た
間
隙
に
も
流
雲
、

緊
密
に
と
と
の
っ
た
魚
子
を
う
つ
。
高
脚
は
第
一

稜
八
花
形
と
す
る
。
第
三
は
、
口
径
六
・
五
セ
ン
チ
、

　
　
け
に
長
角
の
鹿
を
か
ざ
り
、
あ
と
は
無
紋
。
第
二
種
（
図
3
）
は
口
径
一
八
セ
ン
チ
、
高
さ
八
・
一

　
　
七
セ
ン
チ
の
比
較
的
大
型
器
で
、
口
縁
か
ら
底
ま
で
九
曲
と
し
、
し
た
が
っ
て
離
縁
は
円
弧
が
九

　
　
つ
並
ぶ
九
花
形
を
呈
す
る
。
瓦
書
は
ま
た
中
央
に
突
稜
を
ま
わ
し
て
上
下
二
分
し
た
形
を
と
り
、

　
　
下
半
は
外
攣
、
上
半
は
内
画
し
て
ひ
き
し
ま
り
、
干
ぞ
り
の
離
縁
で
終
る
。
突
稜
と
曲
間
の
切
れ

椀籔
　
こ
み
と
に
よ
っ
て
区
分
さ
れ
た
外
壁
の
各
区
に
は
花
草
と
鳥
を
あ
ら
わ
す
。
上
半
で
は
綬
を
く
わ

第
　
え
た
展
翼
の
鴻
雁
を
と
な
り
あ
う
区
に
ひ
と
つ
ず
つ
対
称
形
に
配
し
て
、
こ
の
セ
ッ
ト
を
三
組
六

村搬
　
区
つ
く
り
、
こ
の
セ
ッ
ト
と
交
互
に
唐
草
風
花
蔓
紋
区
を
お
く
。
こ
の
花
蔓
は
左
右
対
称
形
で
あ

　
　
る
。
下
半
で
は
、
上
半
の
富
士
に
対
す
る
二
区
ず
つ
に
上
部
と
は
ま
た
ち
が
っ
た
総
懸
を
お
き
、

即　
　
上
半
の
花
唇
紋
区
に
対
応
す
る
区
に
は
展
翼
の
鴛
播
（
雀
か
P
）
を
配
す
る
。
底
部
は
内
外
二
圏
に

　
　
わ
か
ち
、
九
組
の
花
齢
を
毛
彫
り
す
る
。
紋
飾
の
う
ち
花
鳥
部
分
は
鍍
金
、
ま
た
水
平
方
向
に
整

　
　
つ
た
魚
子
を
緊
密
に
う
っ
て
地
紋
と
す
る
。

　
　
　
㈲
　
杯
”
六
点
。
高
脚
つ
き
で
把
手
の
な
い
も
の
が
四
点
、
圏
足
つ
き
で
把
手
の
あ
る
も
の
が

　
高
さ
七
・
四
セ
ン
チ
、
口
径
六
二
一
義
ン
チ
で
、
逆
釣
鐘
状
杯
部
の
外
記
に
円
托
を
つ
け
る
。
高
脚

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
凸
部
は
、
口
縁
の
下
方
に
喜
泣
を
つ
け
、
達
意
か
ら
前
縁
へ
か
け
て
外
ぞ
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
間
隙
に
枝
葉
、
花
樹
、
流
雲
が
点
在
す
る
。
第
二
（
図
版
三
の
1
2
）

　
　
　
杯
部
は
外
ぞ
り
口
汚
の
浅
い
椀
形
。
外
面
に
蓮
二
形
を
二
段
に
打
ち
出
し
、
三
冠
に
流
血
、
花

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
樹
木
を
あ
ら
わ
す
。
こ
れ
ら
図
柄
の
地
紋
は
水
平
方
向
に

　
　
　
　
の
杯
と
基
本
的
に
同
じ
で
あ
る
が
、
節
に
八
つ
の
切
り
こ
み
を
入
れ
、
基
底
も
束
も
み
な
八

　
　
　
　
　
　
第
四
は
六
・
心
門
ン
チ
で
、
相
方
と
も
六
花
形
の
椀
形
で
、
各
区
に
は
水
平
方
向
に
整
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つ
た
魚
子
地
に
植
物
紋
を
あ
ら
わ
す
。
基
底
を
六
花
と
し
た
高
脚
に
は
節
が
な
い
。
報
告
で
は
、
脚
は
出
土
し
た
と
き
杯
部
か
ら
離
脱
し
て
お

り
、
ま
た
杯
部
の
離
脱
面
の
大
き
さ
が
脚
の
つ
け
根
の
大
き
さ
と
合
致
し
な
い
。
お
そ
ら
く
第
二
の
杯
部
に
つ
い
て
い
る
よ
う
な
托
が
も
と
づ

い
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
（
図
版
三
の
1
5
）
。

　
杯
の
う
ち
把
手
つ
き
の
二
点
は
無
紋
で
あ
る
。
第
一
（
図
版
三
の
1
3
）
は
椀
形
三
部
。
器
の
中
央
に
水
平
の
段
落
が
あ
り
、
段
落
以
上
は
内
回

し
て
外
ぞ
り
口
縁
に
至
り
、
段
落
以
下
は
肺
底
と
な
る
。
末
広
の
圏
足
を
つ
け
る
。
こ
の
椀
形
は
沙
披
村
銀
椀
第
二
種
（
図
3
）
と
基
本
的
な
形

態
が
共
通
で
あ
る
。
把
手
は
環
を
器
体
に
対
し
て
直
角
に
、
す
な
わ
ち
縦
方
向
に
つ
け
、
環
の
上
端
に
は
口
縁
と
同
一
水
平
面
上
に
小
板
を
つ

け
て
こ
こ
に
紋
飾
を
出
し
、
環
の
下
部
に
指
か
け
を
突
出
さ
せ
、
環
の
外
側
、
応
安
と
反
対
側
に
連
珠
を
つ
け
る
。
第
二
の
器
（
図
版
二
の
9
）

は
末
広
の
圏
足
と
環
耳
を
つ
け
る
点
で
第
一
の
器
と
同
巧
で
あ
る
が
、
杯
自
身
の
形
態
は
前
者
が
高
議
で
あ
っ
た
の
に
対
し
て
コ
ッ
プ
形
で
、

器
体
下
方
に
鳥
噛
状
の
張
り
出
し
を
も
つ
点
が
特
色
で
あ
る
。
こ
の
張
り
出
し
よ
り
下
は
丸
底
に
通
じ
、
上
は
】
心
内
面
し
て
外
ぞ
り
口
縁
に

至
る
。
環
耳
は
、
環
を
基
本
と
す
る
点
前
老
と
同
じ
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
棒
状
の
も
の
を
環
に
ま
る
め
、
そ
の
残
余
部
を
指
か
け
用
に
突
出

さ
せ
た
も
の
で
あ
る
。
た
だ
し
突
出
部
は
環
の
下
部
に
な
く
、
上
部
に
あ
る
点
、
前
者
と
異
な
っ
て
い
る
。

　
㈲
　
倉
”
一
点
。
直
径
六
セ
ン
チ
、
高
さ
二
・
ニ
セ
ン
チ
。
外
面
全
体
を
お
お
う
魚
子
地
に
花
草
や
飛
鳥
を
配
置
す
る
。
上
面
は
中
心
に
五

弁
花
、
こ
こ
か
ら
三
方
に
茎
を
放
出
し
、
そ
れ
ぞ
れ
を
鳥
が
咋
え
た
あ
り
さ
ま
を
あ
ら
わ
し
、
鳥
の
問
に
暗
雲
が
あ
る
。
周
縁
は
八
単
位
の
花

草
を
等
間
隔
に
お
く
。
花
草
に
二
種
あ
っ
て
交
互
に
配
置
し
て
い
る
。

　
⑤
　
壷
”
一
点
。
高
さ
一
六
セ
ン
チ
。
被
せ
蓋
に
宝
珠
形
の
つ
ま
み
を
つ
け
る
ほ
か
、
図
紋
は
な
い
。
こ
の
ほ
か
口
径
六
・
七
セ
ン
チ
、
深

さ
ニ
セ
ソ
チ
の
無
紋
小
型
の
器
が
あ
る
。
椀
形
で
も
と
三
足
の
痕
跡
が
あ
る
憶
い
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

　
（
六
）
　
陳
西
省
威
陽
市
戦
闘
公
社
で
一
九
六
六
年
に
出
土
し
た
唐
草
飛
禽
紋
注
口
付
金
壷
壺
（
図
版
一
の
5
）
。
高
さ
二
一
セ
ン
チ
。
注
口
部

や
把
手
を
ふ
く
め
て
器
全
面
に
紋
様
を
施
す
。
蓋
の
つ
ま
み
は
花
苔
形
。
把
手
は
細
い
金
板
を
頸
部
と
腰
部
と
に
鋲
留
め
し
、
把
手
上
に
貼
り

つ
け
た
墨
形
の
眼
と
つ
ま
み
と
に
遊
環
を
つ
け
、
そ
の
間
を
金
鎖
で
結
ぶ
。
口
縁
は
複
線
波
状
紋
、
頸
部
上
端
と
肩
に
連
続
花
弁
、
そ
の
間
の
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玉
釧
、
金
櫛
背
、
赤
金
走
龍
の
よ
う
な
装
飾
具
、

明
品
一
点
を
除
く
と
、
椀
六
〇
点
（
金
三
、
銀
五
七
）
、

銀
一
〇
、
う
ち
銀
物
詣
二
）
、

鼎
三
（
銀
）
、
単
雲
水
器
二
点
（
銀
）
、

一
括
出
土
品
を
は
る
か
に
し
の
ぐ
が
、

　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

具
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

各
種
展
覧
会
に
実
物
を
観
る
機
会
も
あ
っ
た
が
、

地
の
出
土
品
と
関
係
し
て
必
要
と
認
め
る
器
の
み
に
ふ
れ
る
（
出
典
1
1
・
1
2
）
。

頸
部
に
唐
草
。
肩
か
ら
底
ま
で
四
半
に
分
け
、
上
か
ら
a
～
d
と
す
る
と
、
注
口
を
含
む
a
帯
に
は
花
卉
と
唐
草
、

　
b
帯
は
鳥
と
唐
草
、
c
帯
は
唐
草
。
a
・
b
・
c
帯
を
区
別
す
る
の
は
粗
い
連
珠
帯
で
あ
る
。
d
帯
は
三
層
の
離

弁
で
あ
る
。
つ
ま
み
、
頸
の
上
下
、
d
帯
の
蓮
弁
は
み
な
同
式
の
表
現
で
あ
る
。
唐
草
は
二
種
あ
り
、
そ
の
一
は

　
頸
部
と
b
帯
に
お
け
る
も
の
、
そ
の
二
は
a
帯
と
。
帯
に
お
け
る
も
の
で
あ
る
。
紋
飾
は
す
べ
て
引
き
塾
に
よ
り
、

　
ま
た
地
紋
は
細
い
唐
草
の
間
ま
で
粗
い
魚
子
を
用
い
て
い
る
。
こ
の
金
器
に
関
す
る
報
文
は
な
く
、
図
版
だ
け
公

　
表
さ
れ
て
い
る
（
出
典
8
第
一
五
九
図
・
9
第
六
四
図
・
！
0
第
一
二
一
図
）
。

　
　
（
七
）
　
西
安
市
東
愚
輩
家
灘
で
一
九
六
八
年
に
出
土
し
た
鍍
金
花
鳥
紋
四
花
形
銀
椀
（
図
4
）
。
紋
様
細
部
、
大

　
き
さ
や
内
底
に
お
け
る
図
紋
な
ど
不
詳
。
四
花
形
だ
が
、
弁
の
切
れ
こ
み
は
弱
く
、
ほ
と
ん
ど
円
形
口
縁
で
あ
る
。

　
大
柄
な
花
鳥
を
魚
子
地
に
お
き
、
四
曲
圏
足
に
も
波
状
紋
を
刻
む
、
紋
様
は
外
反
り
口
縁
の
内
側
に
も
花
紋
を
お

　
く
。
報
文
は
な
い
（
出
典
2
第
五
三
番
）
。

　
　
（
八
）
　
西
安
市
南
郊
何
家
村
で
一
九
七
〇
年
に
出
土
し
た
一
括
二
〇
五
点
の
金
器
お
よ
び
銀
器
。
金
銀
、
金
装

　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
る
い
は
玉
子
を
含
め
る
と
実
に
二
六
九
点
の
金
銀
器
類
が
出
土
し
た
が
、
容
器
類
は
不

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
皿
五
九
点
（
銀
）
、
盒
二
九
点
（
金
二
、
銀
二
七
）
、
壺
類
一
七
点
（
銀
）
、
杯
一
三
点
（
金
三
、

鍋
六
点
（
金
一
、
登
園
）
、
盆
六
点
（
金
二
、
銀
四
）
、
当
付
三
足
器
（
錨
）
四
点
（
金
一
、
銀
三
）
、
片
口
器
（
匝
）
三
点
（
銀
）
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

　
　
　
　
叛
、
五
足
香
炉
、
薫
炉
な
ど
の
銀
器
が
各
一
点
で
あ
る
。
器
量
の
豊
富
な
点
、
背
陰
影
や
沙
披
村
な
ど
の

　
　
　
　
　
こ
の
う
ち
置
型
し
た
薬
石
類
と
の
関
係
か
ら
盒
、
温
器
、
鍋
、
鼎
、
翫
、
そ
れ
に
壷
や
杯
の
一
部
は
薬

し
か
し
、
そ
の
数
量
の
多
さ
も
あ
っ
て
、
わ
ず
か
に
三
〇
点
た
ら
ず
が
写
真
で
公
け
に
さ
れ
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
各
器
に
関
す
る
記
述
は
計
測
値
以
外
は
ほ
と
ん
ど
不
明
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
こ
こ
で
は
他
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何
家
村
出
土
金
銀
器
は
施
文
の
あ
り
方
か
ら
大
別
す
る
と
三
群
あ
る
。
第
一
群
は
、
き
わ
め
て
精
緻
な
魚
子
地
を
用
い
、
器
の
外
面
全
体
に

図
紋
を
い
っ
ぱ
い
に
配
置
す
る
。
第
二
群
は
図
紋
を
部
分
的
に
配
置
し
て
塩
鱈
に
遍
満
さ
せ
な
い
も
の
で
、
魚
子
は
ま
ず
使
っ
て
い
な
い
。
使

う
場
合
も
図
紋
内
に
限
定
さ
れ
、
地
紋
と
し
て
の
役
割
を
荷
な
っ
て
い
な
い
。
第
三
群
は
全
然
紋
様
の
な
い
も
の
で
あ
る
。
鍍
金
は
原
則
と
し

て
図
紋
に
対
し
て
お
こ
な
わ
れ
る
か
ら
、
第
三
群
に
は
み
ら
れ
な
い
。

　
第
一
群
は
紋
様
表
現
に
よ
っ
て
二
組
に
分
れ
る
が
、
そ
れ
は
時
間
差
に
由
来
せ
ず
、
工
房
の
違
い
で
あ
ろ
う
。
第
一
類
は
、
唐
草
の
茎
が
太

く
、
紋
様
の
表
出
が
器
全
体
に
雄
渾
な
ひ
ろ
が
り
を
示
す
。
有
翼
獅
子
銀
器
（
図
版
四
の
2
4
）
、
龍
を
刻
む
銀
椀
（
図
版
四
の
2
2
）
、
墨
客
杯
、
労
相

華
を
刻
む
銀
椀
（
図
版
四
の
1
9
）
が
そ
の
例
。
第
二
類
は
、
紋
様
の
表
出
が
繊
細
で
、
唐
草
が
あ
る
場
合
は
そ
の
茎
は
優
美
に
細
い
。
狩
猟
最
高

脚
銀
杯
（
図
版
二
の
8
）
、
舞
伎
八
稜
銀
杯
（
図
版
二
の
7
）
、
仕
女
狩
猟
紋
八
花
形
銀
杯
（
図
版
三
の
1
6
）
、
禽
獣
唐
草
紋
金
椀
（
図
5
の
一
）
、
双
鳥

獅
子
花
卉
紋
金
蟷
、
蓋
項
双
鳳
紋
銀
方
食
（
図
5
の
2
）
が
そ
の
例
で
あ
る
。

欝
鐙L

竃
、

図5　何家村出土銀器
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図6　洪慶村出土銀嶺外底

　
第
二
群
は
、
草
花
紋
雑
輩
椀
、
草
花
紋
銀
匝
、
亀
、
双
狐
、
鳳
團
、
熊
、
有
翼
独
角
獣
な
ど
を
中
央

に
お
い
た
皿
類
（
図
版
四
の
2
0
）
、
双
脚
を
内
福
に
打
ち
出
し
た
銀
椀
（
図
版
四
の
2
3
）
、
舞
馬
繋
杯
銀
壺
、

貼
花
環
耳
付
金
杯
、
五
足
香
炉
で
あ
る
。
第
三
群
に
は
多
く
の
薬
具
類
が
あ
る
。

　
（
九
）
　
西
安
市
東
南
郊
曲
江
池
で
一
九
七
二
年
に
出
土
し
た
鍍
金
草
花
紋
六
花
銀
盤
。
内
面
中
央
に

一
花
枝
を
醜
状
に
配
す
る
。
青
銅
製
巻
葉
形
三
脚
を
つ
け
る
。
大
き
さ
は
不
明
。
羅
文
も
な
い
（
出
典

2
第
五
二
番
）
。

　
（
一
〇
）
　
西
安
市
東
郊
韓
重
職
西
部
で
出
土
し
た
鍍
金
白
鳳
紋
九
稜
銀
盤
（
図
版
一
の
3
）
。
出
土
年

次
は
不
明
。
直
径
八
四
セ
ン
チ
。
半
欠
な
が
ら
製
作
は
極
め
て
精
緻
。
外
縁
を
複
合
九
稜
と
し
、
内
縁

を
外
側
の
各
稜
に
対
し
て
二
曲
ず
つ
、
計
一
八
の
内
行
ず
る
円
弧
と
す
る
。
一
段
低
い
盤
面
中
央
に
は

一
塊
の
流
雲
上
に
立
つ
展
翼
鶴
屋
の
鳳
鳳
を
う
ち
出
し
て
い
る
。
鳳
鳳
の
身
上
半
は
欠
損
部
分
に
当
っ
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て
い
る
が
、
雄
勤
な
作
で
あ
る
（
出
典
1
3
）
。

　
（
＝
）
　
西
安
市
東
南
区
慶
村
で
出
土
し
た
鍍
金
唐
草
人
物
紋
四
曲
形
銀
盒
（
図
6
）
。
出
土
年
次
不
明
。
し
か
し
、
発
表
年
次
か
ら
み
る
と
。

（一

Z
）
と
と
も
に
一
九
五
九
年
目
そ
れ
以
前
で
あ
る
。
平
面
形
は
四
曲
で
、
横
長
。
長
さ
五
セ
ン
チ
、
高
さ
ニ
セ
ン
チ
。
外
ふ
く
ら
み
の
蓋
上

に
唐
草
外
縁
と
一
圏
を
鳴
し
て
内
側
に
巻
溢
し
た
唐
草
と
奏
楽
の
人
物
を
配
す
る
。
側
面
と
底
面
は
陰
刻
の
唐
草
を
あ
ら
わ
し
、
底
面
に
は
ま

た
男
女
二
人
の
立
姿
が
あ
っ
て
、
頭
上
に
短
冊
を
も
う
け
、
そ
の
中
に
「
二
人
同
心
」
銘
を
切
る
（
出
典
3
1
）
。

①
　
何
家
村
出
土
の
金
銀
器
は
陳
西
省
博
物
館
・
文
物
管
理
委
員
会
豊
作
小
組
「
西

　
安
南
郊
何
家
村
発
見
唐
代
歯
蔵
文
物
」
　
（
『
文
物
』
　
一
九
七
二
年
第
一
期
。
以
下

　
『
文
物
』
七
ニ
ー
一
と
略
す
）
の
三
〇
頁
以
下
に
一
覧
表
と
し
て
発
表
さ
れ
て
い
る

　
が
、
そ
の
中
で
三
一
頁
の
最
上
行
に
記
載
さ
れ
た
「
楽
工
匠
稜
金
杯
」
は
、
計
測

　
値
か
ら
み
て
、
『
文
化
大
革
命
期
間
出
土
文
物
』
第
一
輯
（
北
京
、
一
九
七
二
）

　
の
五
二
頁
下
図
、
　
「
金
花
八
稜
銀
杯
」
と
考
え
る
。
し
た
が
っ
て
こ
の
一
覧
表
の

　
銀
類
の
部
に
置
か
れ
る
べ
き
で
あ
っ
た
。
本
文
で
筆
者
が
金
器
一
二
点
と
し
た
数

　
に
は
も
ち
ろ
ん
こ
の
「
農
工
八
稜
金
杯
」
は
計
算
さ
れ
て
い
な
い
。

②
　
『
唐
宋
精
華
』
欧
州
之
部
第
八
七
図
、
米
国
之
部
第
五
七
図
。

③
　
『
中
華
人
民
共
和
国
古
代
青
銅
器
展
』
図
録
の
日
本
語
解
説
に
は
、
一
九
六
〇



　
年
の
出
土
、
英
文
に
は
一
九
六
六
年
の
出
土
と
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
他
の
図

　
録
に
照
ら
し
、
ま
た
『
文
化
大
革
命
期
間
陳
西
出
土
文
物
』
の
記
載
と
を
も
っ
て

　
一
九
六
六
年
の
黒
土
と
し
た
。

④
　
注
①
『
文
物
』
七
山
ー
一
の
出
土
品
一
覧
表
や
そ
の
他
図
録
で
は
喋
や
盤
と
し

　
て
登
録
し
て
あ
る
器
物
を
、
大
き
さ
や
形
状
か
ら
み
て
入
府
庄
や
韓
森
塞
や
坑
底

　
村
の
出
土
品
と
区
別
し
、
本
稿
で
は
盤
礫
の
呼
称
を
避
け
て
皿
と
し
た
。
同
じ
く

　
罐
、
提
梁
罐
、
罎
、
壼
と
表
に
み
え
る
器
を
す
べ
て
壷
に
一
括
し
た
。
こ
れ
ら
は

　
原
報
告
を
と
く
に
変
改
し
た
の
で
あ
る
か
ら
注
意
を
要
す
る
。

⑤
　
鋏
西
省
博
物
館
・
文
物
管
理
委
員
会
写
作
小
組
「
従
西
安
南
本
出
土
的
医
薬
文

　
物
詣
唐
代
田
寮
母
発
展
」
（
『
文
物
』
七
二
一
六
）
で
は
、
蒸
溜
器
と
し
て
銀
石
榴

　
曜
四
点
、
煮
薬
具
と
し
て
銀
双
耳
鍋
｝
点
、
銀
提
審
議
四
点
、
温
薬
学
と
し
て
金

　
流
鍋
｝
点
、
銀
鑑
一
点
、
研
薬
器
と
し
て
四
丁
鼠
一
点
、
玉
杵
一
点
、
盛
薬
器
と

　
し
て
銀
龍
、
麟
、
壷
、
小
器
、
椀
、
齢
を
あ
げ
て
い
る
が
、
注
①
『
文
物
』
の
表

　
に
は
さ
ら
に
銀
瓶
、
銀
小
杯
も
薬
具
に
分
類
し
て
あ
っ
て
、
両
者
に
若
午
の
出
入

　
り
が
あ
る
。

二
出
±
状
況
と
唐
代
の
地
点

一九五六年来出土の唐代金銀器とその編年（桑山）

　
（
一
）
　
西
安
八
府
庄
東
北
付
近
で
第
一
博
瓦
工
場
の
工
人
が
採
土
中
に
、
地
表
下
一
メ
ー
ト
ル
の
と
こ
ろ
で
発
見
し
た
の
が
大
小
銀
盤
と
銀

四
鋸
枚
で
あ
る
。
大
銀
盤
上
に
小
銀
盤
が
重
な
り
、
そ
れ
と
は
別
置
し
て
銀
鍵
四
枚
が
つ
み
重
ね
ら
れ
て
い
た
。
原
田
博
士
は
『
大
小
二
個
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

銀
盤
と
大
銀
盤
の
上
に
載
っ
て
い
た
銀
鑓
四
枚
を
発
見
し
…
…
」
と
紹
介
さ
れ
た
が
、
あ
き
ら
か
な
錯
誤
で
あ
る
。
出
土
状
況
は
以
上
の
こ
と

し
か
わ
か
ら
な
い
が
、
出
土
地
点
は
唐
大
明
富
の
東
の
禁
苑
に
当
る
で
あ
ろ
う
。
以
下
第
一
章
の
順
に
従
っ
て
検
討
す
る
。

　
（
二
）
　
西
安
市
茄
平
門
外
の
建
築
工
事
中
に
発
見
さ
れ
、
事
後
調
査
が
お
こ
な
わ
れ
た
。
出
土
層
は
地
表
下
一
メ
ー
ト
ル
に
あ
る
厚
さ
一
〇

セ
ン
チ
の
灰
土
層
で
あ
る
。
付
近
の
発
掘
に
よ
り
、
当
該
地
点
か
ら
東
南
二
〇
メ
ー
ト
ル
に
長
さ
三
メ
ー
ト
ル
、
残
高
二
〇
～
五
〇
セ
ン
チ
の

二
代
建
築
の
博
士
基
と
長
さ
七
メ
ー
ト
ル
の
簿
敷
の
建
物
外
廻
り
の
遺
構
が
出
土
。
ま
た
茶
托
出
土
点
の
東
に
小
灰
土
坑
二
基
が
あ
っ
た
。
こ

れ
ら
唐
代
建
築
跡
の
床
面
や
灰
土
坑
か
ら
、
開
元
通
宝
四
〇
宝
達
や
椀
盤
な
ど
自
儘
磁
器
片
数
十
片
が
出
土
し
て
い
る
。

　
出
土
地
点
は
、
雁
塔
路
東
側
か
ら
東
へ
七
五
メ
ー
ト
ル
、
西
安
市
塵
壁
か
ら
南
へ
二
五
〇
メ
ー
ト
ル
、
興
慶
宮
遺
跡
の
西
端
か
ら
西
へ
約
一

二
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の
と
こ
ろ
で
あ
っ
て
、
唐
長
安
城
春
明
門
か
ら
西
へ
む
か
う
東
西
路
の
南
側
、
平
康
坊
東
北
隅
に
相
当
す
る
。
発
掘
結
果
と

あ
わ
せ
考
え
る
と
平
康
坊
東
北
隅
の
建
物
と
関
係
し
た
遺
物
で
あ
る
。
　
『
武
林
旧
事
』
巻
六
韻
事
に
、
平
康
諸
坊
中
も
っ
と
も
富
盛
を
ほ
こ
つ
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た
伎
館
唐
安
安
で
酒
器
そ
の
他
に
金
銀
器
を
使
っ
た
と
あ
る
の
は
宋
代
の
状
況
で
あ
る
が
、
平
康
坊
出
土
の
七
点
の
茶
托
は
後
述
の
と
お
り
晩

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

唐
に
属
し
、
や
や
宋
代
の
事
情
に
近
い
の
で
掲
げ
た
。

　
（
三
）
　
柳
林
背
陰
村
一
括
銀
器
は
、
背
知
事
西
方
五
〇
メ
ー
ト
ル
で
農
民
が
豚
小
屋
修
築
の
た
め
の
採
土
中
に
出
土
し
た
と
報
告
が
あ
る
だ

　
③

け
で
、
そ
の
後
出
土
地
点
に
対
す
る
調
査
は
お
こ
な
わ
れ
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
耀
県
は
唐
末
に
耀
州
と
改
ま
る
以
前
、
粗
代
か
ら
一
毛
と

い
わ
れ
、
唐
代
で
は
関
内
道
の
華
原
郡
で
あ
る
。

　
（
四
）
　
坑
底
村
の
銀
盤
は
井
戸
掘
り
中
に
出
土
し
た
も
の
で
、
開
元
通
宝
六
二
一
枚
が
伴
出
し
て
い
る
。
井
戸
掘
り
の
た
め
の
土
坑
の
断
面

は
、
地
表
か
ら
九
〇
セ
ン
チ
が
耕
土
層
・
近
代
堆
積
層
。
そ
の
下
に
厚
さ
二
六
セ
ン
チ
の
唐
悪
路
土
層
が
あ
り
、
土
色
は
黄
灰
色
で
比
較
的
堅

く
、
焼
土
や
炭
片
が
混
入
し
て
い
た
。
路
土
層
の
下
は
黄
褐
色
灰
土
層
で
四
五
～
六
五
セ
ン
チ
の
厚
さ
。
博
瓦
片
や
版
築
土
、
シ
ッ
ク
イ
断
片

が
入
り
ま
じ
っ
て
い
た
。
銀
器
は
地
表
か
ら
一
メ
ー
ト
ル
前
後
の
出
土
と
い
う
。
報
告
に
よ
る
か
ぎ
り
、
路
土
層
と
そ
の
下
の
黄
褐
色
灰
土
層

に
ま
た
が
る
位
置
で
、
ど
ち
ら
か
ら
と
も
き
め
が
た
い
。
い
ず
れ
に
し
て
も
出
土
地
点
は
大
明
宮
西
爽
城
外
三
ニ
メ
ー
ト
ル
で
、
九
仙
門
か
ら

西
北
一
二
〇
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
に
当
り
、
大
明
宮
と
関
係
し
た
遺
物
で
あ
る
。
大
明
宮
西
側
に
は
『
大
唐
六
典
』
に
よ
る
と
南
北
二
門
あ
り
、
南

が
右
銀
台
門
で
、
北
が
九
仙
門
で
あ
る
。
一
九
五
七
年
三
月
か
ら
五
九
年
五
月
ま
で
発
掘
が
つ
づ
い
て
い
た
大
明
宮
遺
跡
に
お
い
て
、
右
芋
台

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

門
の
北
約
六
〇
メ
ー
ト
ル
に
一
門
跡
が
あ
り
、
非
常
に
両
門
は
接
近
し
て
い
る
け
れ
ど
も
、
こ
の
門
跡
が
九
仙
門
に
相
当
す
る
。

　
（
五
）
　
沙
轡
型
一
括
銀
器
に
関
す
る
出
土
状
況
も
不
詳
で
あ
る
。
地
点
は
興
慶
宮
遺
跡
の
南
一
・
五
キ
ロ
に
あ
り
、
長
安
城
内
で
春
明
門
と
延

里
門
と
の
間
で
、
春
明
門
に
寄
っ
た
と
こ
ろ
と
報
告
さ
れ
て
い
る
。
興
廃
宮
遺
跡
の
ど
の
点
か
ら
の
距
離
か
不
明
で
あ
り
、
ま
た
沙
坂
村
に
も
南

北
両
沙
披
村
が
あ
っ
て
、
地
図
上
正
確
な
位
置
を
決
定
す
る
こ
と
が
む
ず
か
し
い
。
「
唐
代
長
安
城
考
古
紀
年
」
（
『
考
古
』
一
九
六
三
年
第
＝
期
）

の
図
二
、
及
び
「
唐
長
安
城
下
魚
初
歩
探
測
」
（
『
考
古
学
報
』
第
二
一
冊
、
一
九
五
八
年
第
三
期
）
の
図
八
に
よ
る
と
、
北
沙
披
村
は
長
安
道
政
坊
、

南
沙
波
村
は
常
楽
坊
に
相
当
す
る
。
報
告
に
し
た
が
っ
て
春
明
門
に
よ
り
近
い
事
実
を
と
れ
ば
、
管
楽
坊
で
あ
っ
た
可
能
性
が
あ
る
。

　
（
六
）
・
（
七
）
　
に
つ
い
て
は
ま
っ
た
く
不
明
。
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一九五六年来出土の唐代金銀器とその編年（桑山）

　
（
八
）
　
何
家
村
で
は
金
銀
器
他
総
計
一
〇
二
三
点
の
遺
物
が
二
つ
の
甕
と
一
つ
の
銀
製
二
士
壷
（
図
5
の
3
）
に
は
い
っ
て
出
土
し
た
。
高
さ

六
五
セ
ン
チ
、
腹
径
六
〇
セ
ン
チ
の
甕
と
、
こ
れ
に
接
し
て
ほ
ぼ
同
一
レ
ベ
ル
に
お
い
た
高
さ
三
〇
セ
ン
チ
、
腹
径
二
五
セ
ン
チ
の
提
梁
壼
が

ま
ず
出
土
し
、
つ
い
で
第
二
の
甕
が
第
一
の
甕
の
北
一
メ
ー
ト
ル
の
と
こ
ろ
で
ボ
ー
リ
ン
グ
探
査
に
よ
っ
て
発
見
さ
れ
た
。
第
二
の
甕
は
円
餅

形
の
銀
渾
で
蓋
を
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
蓋
か
ら
地
表
ま
で
一
・
三
メ
ー
ト
ル
あ
っ
た
。
甕
の
型
式
は
同
じ
で
、
無
足
で
底
径
は
口
縁
径
よ
り
小

さ
く
、
肩
か
ら
す
ぐ
に
腹
に
な
っ
て
張
り
出
す
形
態
を
と
っ
て
い
る
。
ボ
ー
リ
ン
グ
探
査
に
よ
っ
て
多
く
の
ピ
ッ
ト
の
存
在
が
あ
き
ら
か
に
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
博
　
　
　
　
　
　
⑤

り
、
大
量
の
簿
瓦
片
が
出
土
し
た
。
そ
の
中
に
は
大
明
宮
含
光
殿
や
興
慶
宮
で
出
土
し
た
複
弁
連
珠
縁
軒
丸
瓦
に
近
い
も
の
が
あ
る
。

　
出
土
地
点
の
調
査
と
同
時
に
長
安
興
化
坊
の
範
囲
の
ボ
ー
リ
ン
グ
調
査
が
お
こ
な
わ
れ
た
。
そ
の
結
果
、
金
銀
器
の
出
土
地
点
は
平
田
坊
の

東
西
街
路
の
南
側
で
、
や
や
中
央
か
ら
西
寄
り
、
　
正
確
に
は
東
西
街
路
の
南
五
五
メ
ー
ト
ル
、
坊
西
接
の
南
北
大
路
か
ら
二
六
八
メ
ー
ト
ル

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

（
清
明
渠
か
ら
は
二
四
〇
メ
ー
ト
ル
）
、
東
側
の
南
北
大
路
か
ら
四
〇
一
メ
ー
ト
ル
に
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
の
で
あ
る
。

　
唐
歳
費
．
の
『
両
部
新
記
』
に
よ
る
と
、
興
化
坊
は
、
そ
の
西
南
隅
に
空
軍
寺
が
あ
り
、
ま
た
西
門
の
北
に
は
邪
王
守
礼
の
宅
が
あ
っ
て
、
こ

こ
に
注
し
て
邪
王
守
礼
宅
の
南
、
街
を
隔
て
て
邪
王
府
が
あ
る
と
い
う
。
玉
響
李
守
礼
は
、
　
『
旧
唐
書
』
巻
七
、
八
、
九
、
八
六
、
ま
た
『
新

唐
書
』
巻
五
、
八
一
に
み
え
る
よ
う
に
、
黒
質
太
子
蚊
遣
の
子
で
、
広
隆
元
年
六
月
に
土
平
に
封
ぜ
ら
れ
、
先
天
二
年
八
月
あ
る
い
は
九
月
に

司
空
と
な
り
、
開
元
二
九
年
（
七
四
一
）
に
麗
じ
た
。
李
守
礼
と
は
別
に
、
　
『
歴
代
名
画
記
』
巻
二
に
よ
る
と
、
尊
王
府
司
馬
の
画
讃
は
開
元
年

間
（
七
＝
二
一
七
四
一
）
に
書
画
を
蓄
聚
し
て
い
た
こ
と
が
し
ら
れ
る
。

　
西
南
隅
に
あ
っ
た
野
鄙
寺
と
は
、
　
『
両
単
管
記
』
に
注
し
て
、
階
の
開
豊
七
年
（
五
八
七
）
に
右
衛
大
将
軍
騎
馬
都
尉
洵
陽
翠
陰
孝
矩
が
そ
の

邸
宅
を
喜
捨
し
て
寺
と
し
た
と
み
え
、
法
琳
撰
『
弁
正
論
』
巻
四
に
も
ほ
ぼ
同
様
の
こ
と
が
み
え
る
。
唐
代
に
お
け
る
空
玉
寺
は
、
塵
事
源
撰

『
貞
観
公
私
画
史
』
巻
一
（
貞
観
一
三
年
）
や
『
歴
代
名
画
記
』
巻
三
（
大
中
元
年
）
に
み
え
、
北
周
時
代
の
名
手
に
よ
る
画
を
壁
に
残
す
仏
堂
が
寺

の
東
廊
の
南
院
に
あ
っ
た
と
い
う
。

　
原
報
告
で
は
み
な
興
化
坊
内
の
こ
の
金
銀
器
出
土
地
点
を
邪
王
府
内
に
あ
て
、
そ
の
埋
蔵
時
期
を
安
閉
山
反
乱
の
折
に
考
え
、
し
か
も
当
事
↑
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者
が
七
四
一
年
置
す
で
に
死
去
し
た
李
守
礼
で
は
年
代
に
ひ
ら
き
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
李
守
礼
の
末
畜
に
責
任
を
帰
し
て
い
る
。
こ
れ
に
異
し
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

岡
崎
敬
氏
は
空
笑
寺
と
の
関
係
に
注
意
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
金
銀
器
の
種
類
の
豊
富
さ
ば
か
り
で
な
く
、
共
脱
し
た
貨
幣
に
、
各
時

代
、
ま
た
は
中
国
内
外
の
貨
幣
を
選
択
し
て
お
さ
め
た
感
が
あ
る
こ
と
、
朱
黒
、
琉
珀
、
珊
瑚
、
石
英
な
ど
を
銀
盆
に
い
れ
て
い
る
こ
と
な
ど

を
解
釈
さ
れ
、
急
ぎ
穴
蔵
に
隠
匿
し
た
の
で
は
な
く
、
銀
盆
を
舎
利
容
器
に
み
た
て
、
こ
れ
に
金
銀
器
や
内
外
の
貨
幣
を
そ
え
た
こ
と
に
注
意

を
喚
起
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

　
『
両
京
新
記
』
に
記
さ
れ
た
長
安
興
化
坊
内
の
主
要
な
建
物
に
金
銀
器
を
結
び
つ
け
る
か
ぎ
り
、
上
の
と
お
り
、
邪
王
府
な
い
し
空
誉
寺
以

外
に
い
ま
の
と
こ
ろ
よ
る
べ
き
も
の
が
な
い
。
興
化
坊
は
そ
の
坊
堵
こ
そ
確
認
さ
れ
な
か
っ
た
が
、
東
西
六
六
九
・
五
メ
ー
ト
ル
、
南
北
五
五

三
メ
ー
ト
ル
と
い
う
規
模
が
あ
き
ら
か
に
な
っ
た
。
出
土
地
点
は
こ
の
範
囲
の
中
で
、
坊
の
中
央
に
近
い
南
側
で
、
し
か
も
街
路
に
近
接
し
て

い
る
。
空
冷
寺
の
規
模
は
判
明
し
な
い
け
れ
ど
も
、
西
南
隅
に
あ
る
と
い
う
以
上
、
少
く
と
も
坊
の
中
心
に
ま
で
難
渋
が
あ
っ
た
と
は
考
え
ら

れ
ず
、
し
か
も
馳
駆
に
拡
張
し
て
い
な
け
れ
ば
、
晴
に
元
謀
矩
邸
で
あ
っ
た
規
模
以
上
の
も
の
で
は
な
く
、
貴
族
の
邸
宅
が
仏
寺
に
変
っ
た
場

合
、
そ
の
規
模
は
勅
願
建
立
寺
よ
り
小
さ
い
で
あ
ろ
う
。
ま
た
出
土
地
点
付
近
の
地
層
が
近
代
墓
で
撹
乱
さ
れ
て
い
た
に
し
て
も
、
里
下
な
ど

に
あ
て
う
る
版
築
や
そ
の
断
片
た
る
土
塊
の
よ
う
な
遺
構
は
報
告
さ
れ
て
い
な
い
。
加
え
て
提
梁
壺
や
日
常
の
甕
形
陶
器
（
し
か
も
二
つ
に
分
置

し
て
）
が
舎
利
埋
納
に
使
用
さ
れ
た
例
は
な
く
、
鎮
壇
具
と
し
て
の
性
格
も
周
囲
の
状
況
か
ら
考
え
が
た
い
の
で
あ
る
。
そ
う
す
る
と
空
観
寺

と
こ
の
一
括
埋
蔵
と
は
関
連
性
に
と
ぼ
し
い
よ
う
に
お
も
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

　
李
守
礼
末
喬
に
よ
る
隠
匿
に
も
無
理
が
あ
ろ
う
。
李
守
礼
宅
が
西
門
の
北
に
あ
る
と
い
う
か
ぎ
り
、
西
門
に
接
近
し
た
と
み
る
こ
と
が
自
然

で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
三
王
府
と
い
う
の
も
街
路
を
隔
て
た
南
、
西
門
に
寄
っ
た
南
と
み
る
必
要
が
あ
る
。
空
巣
寺
の
場
合
と
同
様
に
邸
宅
な

り
府
な
り
の
規
模
は
わ
か
ら
な
い
が
、
出
土
地
点
と
は
や
は
り
離
れ
す
ぎ
て
い
る
よ
う
に
考
え
る
。

　
も
し
邪
王
府
の
規
模
が
大
き
か
っ
た
の
な
ら
ば
、
　
『
歴
代
名
画
記
』
の
記
事
も
こ
の
金
銀
薬
物
の
埋
蔵
と
あ
な
が
ち
関
係
が
な
い
と
は
言
え

な
い
。
那
藩
府
司
馬
の
餐
讃
が
開
元
中
に
書
画
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
し
て
い
た
こ
と
は
お
そ
ら
く
広
く
き
こ
え
た
事
実
で
あ
っ
た
。
岡
崎
民
の
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一九五六年来出土の唐代金銀器とその編年（桑山）

注
意
深
い
指
摘
の
と
お
り
、
貨
幣
に
は
、
春
秋
即
墨
法
貨
、
鍍
金
二
布
、
双
面
開
元
通
宝
、
高
曇
吉
利
な
ど
を
は
じ
め
、
稀
に
み
る
中
国
銅
貨

や
和
同
開
琢
銀
貨
、
ビ
ザ
ン
ツ
金
貨
、
サ
ー
サ
ー
ン
銀
貨
と
い
っ
た
外
貨
を
、
薬
物
も
ま
た
各
種
の
鉱
石
を
、
装
身
具
に
も
各
種
を
、
そ
れ
ぞ

れ
お
さ
め
、
ま
さ
に
一
大
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
で
あ
り
、
餐
蜜
の
書
画
の
蓄
聚
と
軌
を
一
に
し
た
出
土
品
と
み
て
も
よ
い
で
あ
ろ
う
。

　
（
九
）
　
西
安
曲
江
池
出
土
の
鍍
金
草
花
紋
六
花
形
銀
盤
に
つ
い
て
は
出
土
状
況
の
報
告
は
な
い
が
、
長
安
城
東
南
の
芙
蓉
園
・
曲
江
池
と
関

係
す
る
の
で
あ
ろ
う
。

　
（
一
〇
）
　
韓
森
塞
は
嘉
慶
宮
に
東
接
し
た
位
置
に
あ
っ
て
、
韓
塁
塞
西
側
出
土
と
い
う
事
情
は
、
こ
の
九
稜
銀
盤
が
興
慶
宮
に
お
そ
ら
く
関

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

連
が
あ
る
遺
物
と
考
え
て
よ
い
。
出
土
状
況
は
不
詳
で
あ
る
。

　
（
＝
）
　
不
明
で
あ
る
。

　
以
上
＝
例
の
出
土
状
況
を
み
る
と
、
単
独
で
出
土
し
た
場
合
と
一
括
し
て
出
土
し
た
場
合
が
あ
る
。
い
ず
れ
も
偶
然
の
発
見
、
あ
る
い
は

そ
れ
を
手
が
か
り
に
し
て
発
見
し
た
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
従
来
中
国
か
ら
流
出
し
た
器
類
と
こ
と
な
っ
て
出
土
地
点
は
ほ
ぼ
確
め
ら
れ
て
お

り
、
出
土
状
況
も
大
体
に
お
い
て
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
れ
ら
を
総
合
す
る
と
、
耀
県
の
例
が
西
安
か
ら
離
れ
、
威
陽
の
例
も
こ
れ
に
や
や

類
似
す
る
が
、
ほ
と
ん
ど
す
べ
て
が
西
安
市
と
そ
分
周
辺
、
す
な
わ
ち
唐
長
安
城
と
密
接
に
関
係
し
て
出
土
し
、
大
明
宮
東
内
苑
、
同
西
爽
城
、

興
化
坊
、
常
南
条
、
興
龍
宮
、
平
康
坊
、
曲
江
・
芙
蓉
園
を
数
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
と
く
に
興
化
坊
を
除
く
と
興
慶
宮
を
中
心
に
し
た
そ
の

付
近
に
あ
つ
ま
り
、
こ
の
地
区
が
比
較
的
身
分
の
高
い
貴
族
の
住
処
で
あ
っ
た
こ
と
と
対
応
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
各
々
の
出
土
状
況
を
み
る
と
、
大
明
宮
の
二
例
や
興
慶
宮
、
あ
る
い
は
曲
江
池
に
お
け
る
出
土
の
原
位
置
が
寺
塔
で
あ
る
可
能
性
は
ほ
と
ん

ど
な
い
。
ま
た
平
康
坊
の
例
は
住
居
跡
と
関
係
し
て
い
る
。
一
九
五
六
年
来
出
土
の
金
銀
器
に
関
す
る
か
ぎ
り
で
は
、
い
ま
の
と
こ
ろ
舎
利
埋

納
物
の
一
環
と
し
て
金
銀
器
を
考
え
る
こ
と
に
は
無
理
が
あ
る
。
か
つ
唐
墓
中
の
副
葬
品
と
し
て
こ
れ
ら
の
金
銀
器
を
考
え
る
こ
と
も
で
き
な

い
。
副
葬
品
と
し
て
は
お
そ
ら
く
よ
り
安
価
な
陶
磁
器
を
こ
れ
に
か
え
た
と
考
え
る
の
は
、
後
述
の
よ
う
に
金
銀
器
を
模
し
た
ら
し
い
三
彩
や

交
胎
紬
陶
が
み
と
め
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
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①
原
田
淑
人
「
大
明
手
解
出
土
品
に
見
る
唐
文
化
の
片
鱗
」
（
『
古
代
学
嚇
第
一
六

　
巻
二
・
三
・
四
合
尊
号
、
｛
九
六
九
、
『
東
亜
古
文
化
説
苑
』
所
収
、
四
〇
一
頁
）

　
を
み
よ
。
李
間
渠
「
弥
足
珍
貴
的
天
宝
遺
物
－
西
安
市
郊
発
現
楊
圏
忠
進
貢
銀
艇

　
i
」
（
『
文
物
参
考
資
料
駈
一
九
五
七
年
第
四
期
。
以
下
『
文
参
』
五
七
－
四
と
略

　
す
。
）
一
一
頁
に
「
発
現
｝
個
小
銀
盤
夏
在
大
銀
盤
上
、
別
有
四
望
銀
艇
畳
在
一
起
。
」

②
加
藤
繁
『
唐
宋
時
代
に
お
け
る
金
銀
の
研
究
』
、
四
五
四
頁
。

③
　
陳
西
省
博
物
館
（
劉
向
群
・
避
溢
元
）
　
「
陳
西
省
上
県
柳
林
背
陰
村
出
土
一
批

　
麿
代
銀
器
」
　
（
『
文
物
』
六
六
一
一
）

④
中
圏
科
学
院
考
古
研
究
所
編
『
唐
長
安
大
明
宮
』
（
『
中
國
田
野
考
古
報
告
集
肺

　
考
古
専
二
丁
種
第
一
一
号
、
北
京
、
一
九
五
九
）
一
五
1
一
六
頁
。

⑤
　
陳
西
省
博
物
館
・
文
物
管
理
委
員
会
鐵
探
組
「
唐
長
安
城
興
化
坊
露
華
鑛
探
簡

　
報
」
（
『
文
物
』
七
二
i
一
）
四
四
頁
、
置
土
、
お
よ
び
『
考
古
学
報
』
一
九
五
八

　
年
第
三
期
（
以
下
『
学
報
』
五
八
一
三
と
略
す
）
、
八
八
頁
、
三
七
『
唐
長
安
大

　
明
宮
』
図
版
五
八
、
五
九
。

⑥
前
上
⑥
、
『
文
物
』
七
ニ
ー
一
、
四
三
－
四
六
頁
。

⑦
　
岡
崎
敬
『
東
西
交
渉
の
考
古
学
』
、
平
凡
社
、
東
京
、
一
九
七
三
、
二
四
〇
頁
。

⑧
興
慶
宮
発
掘
調
査
は
そ
の
西
南
に
お
い
て
お
こ
な
わ
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て

　
こ
の
銀
盤
の
出
土
し
た
東
部
の
状
況
は
わ
か
っ
て
い
な
い
。
発
掘
の
結
果
、
勤
政
務

　
本
楼
や
花
薙
絹
輝
．
楼
の
位
置
、
と
く
に
花
立
相
輝
・
楼
の
西
側
に
多
く
の
増
改
築
が

　
あ
る
建
物
跡
、
宮
塘
が
確
認
さ
れ
、
興
慶
宮
の
実
際
の
範
囲
が
、
と
く
に
西
南
部
で

　
あ
き
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。
馬
得
志
「
唐
長
安
興
三
宮
発
掘
記
」
（
『
考
古
要
九
五

　
九
年
第
一
〇
期
。
以
下
『
考
古
』
五
九
－
一
〇
と
略
す
。
）
五
四
九
－
五
五
八
頁
。

62 （858）

三
切
銘
と
年
代

　
一
九
五
六
年
以
前
に
中
国
外
に
流
出
し
た
金
銀
器
に
は
、
す
で
に
冒
頭
で
触
れ
た
英
国
博
物
館
の
一
点
の
ほ
か
、
年
代
を
示
す
器
が
な
い
。

加
え
て
一
九
五
六
年
以
後
出
土
し
た
金
銀
器
に
は
墓
葬
に
と
も
な
っ
た
も
の
が
な
く
、
こ
れ
ま
た
年
代
を
明
ら
か
に
し
が
た
い
も
の
が
す
く
な

義
や
と
こ
ろ
が
こ
の
新
出
土
品
中
に
は
切
銘
な
が
ら
銘
文
を
も
つ
も
の
が
あ
る
・
中
に
は
年
記
を
明
示
し
た
も
の
も
あ
り
・
ま
た
人
名
を

記
す
も
の
も
あ
っ
て
、
銘
を
検
討
す
る
こ
と
に
よ
り
、
金
銀
器
変
遷
の
手
が
か
り
を
つ
か
む
こ
と
が
で
き
る
。

　
大
明
宮
東
内
苑
出
土
鍍
金
獅
子
六
花
形
銀
盤
は
銘
が
な
い
が
、
言
置
し
て
あ
っ
た
銀
鎚
に
は
天
宝
二
年
（
七
四
三
）
と
天
宝
一
〇
載
（
七
五
一
）

の
年
記
が
あ
る
。
こ
れ
を
薩
接
に
銀
盤
の
年
代
と
結
び
つ
け
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
と
こ
ろ
が
曲
江
池
出
土
鍍
金
草
花
紋
六
花
形
銀
盤
は
こ
の

銀
盤
と
同
巧
と
み
て
よ
い
。
こ
の
二
つ
の
銀
盤
に
つ
い
て
い
る
三
足
は
、
朝
陽
韓
貞
墓
出
土
の
銅
盤
の
三
足
と
、
と
く
に
巻
葉
形
に
し
た
点
で

酷
似
す
る
。
韓
貞
は
史
書
に
伝
が
な
い
が
、
墓
志
に
よ
っ
て
天
宝
三
載
（
七
四
四
）
甲
申
必
要
月
乙
未
再
三
属
丁
酉
に
柳
城
郡
西
北
原
に
遷
窪
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

た
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
れ
よ
り
菓
内
苑
の
銀
盤
も
伴
出
し
た
銀
鋸
の
年
記
と
ほ
と
ん
ど
時
期
を
ひ
と
し
く
す
る
も
の
と
認
め
て
よ
い
。
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大
明
宮
西
爽
城
外
出
土
の
鍍
金
磁
歪
華
双
鳳
六
花
形
銀
盤
は
裏
面
に
切
銘
が
あ
る
。
は
じ
め
韓
語
慶
・
黒
光
両
氏
は
報
告
の
な
か
で
、
　
「
漸

　
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

東
群
団
練
観
察
処
置
平
調
」
　
「
大
中
大
夫
守
越
東
刺
史
御
史
大
夫
上
某
国
賜
紫
金
□
袋
臣
斐
粛
進
」
と
判
読
し
た
。
の
ち
盧
兆
蔭
氏
は
銘
文
の
噛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

拓
本
を
み
な
い
ま
で
も
文
中
傍
点
部
分
「
督
」
　
「
東
」
に
疑
問
を
も
た
れ
、
前
者
を
「
道
」
、
後
者
を
「
州
」
と
す
べ
き
こ
と
を
示
さ
れ
た
。

そ
の
直
後
に
盤
自
身
を
検
討
し
た
朱
捷
元
氏
に
よ
っ
て
、
こ
の
切
銘
は
既
に
摩
耗
が
は
な
は
だ
し
い
が
、
「
督
」
が
「
道
都
」
で
あ
り
、
「
東
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

が
「
州
」
で
あ
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。
さ
ら
に
「
点
過
詑
」
の
一
行
三
字
が
追
加
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

　
銘
に
み
え
る
進
奉
者
斐
粛
は
報
告
老
が
示
す
と
お
り
、
　
『
新
乱
書
』
巻
一
八
二
斐
休
伝
に
み
え
、
斐
休
の
父
で
あ
る
。
　
『
旧
唐
書
』
巻
一
七

七
の
斐
休
伝
に
は
さ
ら
に
詳
し
く
粛
の
事
蹟
を
記
す
。
彼
は
貞
元
年
間
（
七
八
五
－
八
〇
四
）
に
常
州
刺
史
兼
御
史
中
老
か
ら
越
州
刺
史
漸
東
団

練
観
察
処
置
等
使
に
う
つ
っ
た
。
こ
の
時
ち
ょ
う
ど
山
賊
栗
鐘
が
山
越
を
誘
っ
て
乱
を
お
こ
し
、
漸
江
東
道
の
郡
県
を
陥
し
た
の
で
、
粛
は
州

兵
を
も
っ
て
鎮
定
し
、
そ
の
顯
末
を
書
き
あ
げ
て
「
平
戎
記
」
と
名
づ
け
、
徳
宗
に
奉
っ
た
。
粛
が
常
州
刺
史
か
ら
漸
東
観
察
使
に
う
つ
っ
た

の
は
彼
の
進
奉
贈
賄
に
よ
る
と
こ
ろ
が
大
き
く
、
『
冊
府
元
亀
』
巻
六
九
七
牧
守
部
邪
接
に
み
え
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
転
任
の
年
次
は
、
『
旧
寸

書
』
巻
一
三
徳
宗
本
紀
に
、
「
（
貞
元
）
一
四
年
九
月
…
…
乙
卯
。
…
…
測
試
常
州
刺
史
尊
上
為
越
州
刺
史
漸
東
観
察
使
」
と
あ
り
、
貞
元
一
四

年
す
な
わ
ち
七
九
八
年
で
あ
っ
た
。
栗
鐘
の
乱
を
平
定
し
た
の
は
そ
の
す
ぐ
あ
と
、
翌
一
五
年
正
月
乙
未
で
あ
っ
て
、
彼
を
密
儀
に
し
て
い
る
。

同
じ
く
『
旧
唐
書
』
徳
宗
本
紀
に
は
、
貞
元
一
八
年
（
八
〇
二
）
春
正
月
に
常
州
刺
史
萱
全
が
斐
粛
に
か
わ
っ
て
越
州
刺
史
漸
悟
観
察
使
と
な
う

て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
漸
東
道
都
団
練
観
察
処
置
等
号
で
あ
り
、
越
州
刺
史
で
あ
っ
た
裟
粛
が
こ
の
銀
盤
を
進
奉
し
た
の
は
、
貞
元
一
四
年

冬
ら
貞
元
一
八
年
、
す
な
わ
ち
七
九
八
年
か
ら
八
〇
二
年
正
月
ま
で
の
間
の
あ
る
時
期
で
あ
る
。
お
そ
ら
く
「
平
戎
記
」
と
と
も
に
献
上
し
た

の
で
あ
ろ
う
。
そ
う
す
る
と
進
奉
は
貞
元
一
五
年
の
は
じ
め
ご
ろ
、
七
九
九
年
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
銀
盤
が
た
だ
進
奉
用
と
し
て

製
作
さ
れ
た
の
で
あ
れ
ば
、
七
九
九
年
を
銀
盤
製
作
の
年
代
と
し
て
よ
い
。

　
丁
丁
柳
林
背
農
村
出
土
一
括
銀
器
中
に
は
、
　
「
宣
徽
酒
坊
宇
字
号
」
豆
銀
椀
、
　
「
馬
豊
明
」
銘
銀
椀
、
　
「
朱
□
」
銘
銀
雪
、
　
「
十
　
十
二

長
命
」
銘
銀
盤
、
　
「
阿
満
擦
両
参
銭
」
銘
茶
托
、
　
「
子
路
　
論
語
注
霊
詰
問
政
　
少
正
卯
」
鋳
銘
三
足
三
曲
壺
、
　
「
塩
鉄
使
臣
敬
晦
進
十
二
」

63 （859）



銘
銀
皿
と
い
っ
た
七
器
も
の
有
銘
銀
器
が
あ
る
。
こ
の
う
ち
年
代
を
推
す
べ
き
銘
は
、
　
「
塩
鉄
面
敬
晦
」
銘
に
ほ
か
な
ら
な
い
。

　
敬
晦
に
つ
い
て
は
『
新
唐
書
』
巻
一
七
七
に
伝
が
あ
り
、
大
中
年
間
に
御
史
中
丞
、
刑
部
侍
郎
、
諸
道
二
塁
悪
運
使
、
漸
西
観
察
使
を
歴
任

し
た
こ
と
を
明
記
す
る
。
　
『
旧
血
書
』
巻
四
九
食
貨
志
下
に
よ
る
と
、
開
成
三
年
（
八
三
八
）
か
ら
大
中
六
年
（
八
五
二
）
ま
で
の
一
五
年
間
の
う

ち
お
わ
り
の
九
年
間
、
会
昌
四
年
（
八
四
四
）
以
降
五
人
が
塩
鉄
心
運
関
係
の
職
に
た
ず
さ
わ
っ
た
こ
と
が
み
え
、
そ
の
五
人
の
う
ち
最
後
の
二

人
が
馬
植
と
敬
晦
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
大
中
五
年
二
月
に
は
戸
部
侍
郎
斐
休
が
塩
鉄
転
霊
山
と
な
っ
て
い
る
の
で
、
馬
植
と
敬
晦
が
こ
れ
に

関
係
し
た
の
は
、
大
中
五
年
二
月
以
前
で
あ
る
。
馬
植
は
、
　
『
資
治
通
鑑
』
同
塵
四
八
に
よ
れ
ば
、
大
中
元
年
（
八
四
七
）
二
月
に
塩
鉄
脚
運
使

と
な
り
、
同
二
年
五
月
に
周
膵
と
と
も
に
本
官
薬
事
章
事
に
な
っ
て
い
る
の
で
、
こ
の
と
き
塩
鉄
面
を
罷
め
た
も
の
と
お
も
わ
れ
る
。
そ
う
す

る
と
敬
聴
が
塩
鉄
使
で
あ
り
う
る
の
は
、
大
中
二
年
五
月
か
ら
五
年
二
月
ま
で
の
こ
と
と
な
ろ
う
。
し
か
し
『
心
嚢
書
』
巻
一
七
七
崔
躁
伝
に

よ
る
と
、
大
中
初
に
塩
走
使
に
な
っ
た
の
は
馬
植
や
敬
晦
だ
け
で
な
く
、
崔
繰
も
そ
の
一
人
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
大
中
二
年
五
月
か
ら
五
年

二
月
の
間
に
は
雀
蝶
と
敬
晦
の
二
人
を
あ
て
る
必
要
が
あ
る
。
厳
耕
望
は
こ
れ
ら
の
ひ
と
び
と
の
官
職
の
変
遷
を
詳
細
に
検
討
し
て
、
敬
晦
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

塩
鉄
使
で
あ
っ
た
時
期
を
だ
い
た
い
大
中
四
年
（
八
五
〇
）
に
あ
て
て
い
る
。
　
こ
れ
を
九
世
紀
中
葉
の
銀
器
と
し
て
あ
や
ま
り
は
な
い
。
銘
に

「
十
二
」
と
あ
る
の
は
そ
の
進
奉
銀
器
が
す
く
な
く
と
も
＝
一
器
あ
っ
た
と
考
え
て
よ
い
。

　
銀
椀
に
刻
ま
れ
た
「
宣
徽
酒
坊
」
と
は
一
級
院
の
酒
坊
と
解
釈
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
が
、
こ
こ
に
酒
坊
が
あ
っ
た
か
ど
う
か
詳
か
で
な

い
。
　
『
文
献
通
考
』
巻
五
八
職
官
＝
一
に
よ
る
と
、
宣
徽
南
北
軍
使
は
官
吏
の
籍
、
郊
祀
、
朝
会
、
宴
饗
、
供
帳
の
こ
と
を
総
領
し
、
ま
た
内

外
の
進
奉
に
応
接
し
て
そ
の
名
物
を
ご
と
ご
と
に
検
査
し
た
の
で
あ
る
。

　
柳
林
背
陰
村
の
銀
器
に
は
い
ろ
い
ろ
な
種
類
の
銘
文
を
刻
ん
だ
銀
器
が
混
在
し
、
と
く
に
そ
の
う
ち
で
も
敬
昇
進
奉
銀
皿
は
、
一
括
出
土
品

中
に
宣
徽
院
々
品
を
含
ん
で
い
る
こ
と
や
宣
徽
南
北
院
使
の
職
掌
を
考
え
る
と
、
宣
徽
院
に
収
納
さ
れ
て
い
た
可
能
性
が
高
い
。
そ
う
考
え
る

と
こ
の
よ
う
に
い
ろ
い
ろ
な
銘
を
も
っ
た
銀
器
が
あ
る
こ
と
も
、
敬
晦
銀
器
と
同
じ
性
格
を
示
す
も
の
と
判
断
し
う
る
の
で
あ
る
。

　
平
康
坊
出
土
の
茶
托
の
う
ち
、
六
花
形
に
十
二
弁
を
重
ね
た
茶
托
に
は
、
　
「
大
中
十
四
年
八
月
造
成
半
金
塗
茶
拓
（
托
）
子
…
…
」
の
切
銘
が
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あ
っ
て
、
大
中
十
四
年
す
な
わ
ち
威
通
元
年
八
六
〇
年
に
製
作
し
た
銀
器
で
あ
る
。

　
以
上
の
と
お
り
、
銀
器
の
年
代
が
は
っ
き
り
お
さ
え
ら
れ
る
も
の
は
、
七
四
〇
年
代
と
考
え
る
こ
と
の
で
き
る
大
明
宮
東
内
苑
関
係
の
銀
盤
、

大
明
宮
西
爽
城
外
の
七
九
八
年
か
ら
八
〇
二
年
ま
で
に
あ
て
う
る
銀
盤
、
八
五
〇
年
ご
ろ
の
正
写
出
土
銀
器
、
八
六
〇
年
の
平
康
坊
茶
托
で
あ

る
。　

何
家
村
興
士
爵
の
出
土
品
の
う
ち
、
年
代
を
そ
れ
自
体
が
示
す
も
の
は
貨
幣
と
掻
餅
で
、
こ
の
中
で
銀
餅
は
「
・
紫
白
県
開
元
十
九
年
庸
丁
銀

…
…
」
と
あ
り
、
七
三
一
年
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
て
い
る
。
貨
幣
の
中
で
比
較
的
あ
た
ら
し
い
年
代
を
示
す
も
の
は
、
開
元
通
宝
、
和
三
二

琢
、
ビ
ザ
ソ
ツ
金
貨
、
サ
ー
サ
ー
ン
銀
貨
で
あ
る
。
ビ
ザ
ソ
ツ
金
貨
は
ヘ
ラ
ク
リ
ウ
ス
帝
発
行
の
も
の
で
、
そ
の
在
位
年
代
か
ら
み
て
六
四
〇

年
を
く
だ
ら
な
い
。
サ
ー
サ
ー
ソ
銀
貨
は
ホ
ス
ロ
ウ
ニ
世
発
行
の
も
の
で
あ
っ
て
、
六
二
七
年
を
く
だ
ら
な
い
。
和
同
工
琢
銀
銭
に
つ
い
て
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

郭
沫
若
氏
が
そ
の
中
国
流
入
年
次
を
七
一
六
年
の
第
七
次
遣
唐
使
七
時
に
あ
て
て
い
る
。
ま
た
玄
宗
時
代
に
賞
賜
の
た
め
に
金
銭
銀
葉
が
用
い

ら
れ
た
記
事
は
多
く
（
『
旧
壁
書
』
玄
宗
本
紀
）
、
さ
か
の
ぼ
っ
て
中
夏
代
に
も
同
じ
事
情
が
み
ら
れ
る
（
『
資
治
通
鑑
』
巻
一
二
六
）
。
こ
の
場
合
の
金

銀
銭
は
、
価
値
が
低
廉
で
す
ぐ
に
撤
廃
せ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
乾
封
書
宝
と
は
考
え
が
た
く
、
開
元
通
宝
で
あ
っ
た
こ
と
に
ま
ち
が
い
は
な
い
。

何
家
村
出
土
の
開
元
通
宝
金
貨
三
十
枚
も
銀
貨
四
二
一
枚
も
そ
の
よ
う
な
性
格
と
考
え
ら
れ
る
。

　
現
在
ま
で
に
ホ
ス
ロ
ウ
ニ
世
銀
貨
は
何
家
村
の
ほ
か
に
多
く
の
出
土
例
が
し
ら
れ
て
い
る
。
ω
韓
塁
塞
三
〇
号
唐
墓
、
②
西
安
天
子
硲
五

層
博
塔
、
③
ヤ
ー
ル
ホ
ト
高
昌
麹
氏
山
導
、
ω
ア
ス
タ
ー
ナ
の
定
朔
三
年
墓
、
㈲
乾
二
二
年
算
、
⑥
高
昌
延
寿
三
年
（
唐
武
徳
九
年
置
）
、

⑦
永
昌
六
年
墓
、
⑧
高
昌
延
寿
一
五
年
（
唐
貞
観
一
二
年
）
墓
、
⑨
魚
油
延
寿
一
六
年
墓
、
ま
た
ア
ス
盛
手
ナ
の
⑩
顕
慶
元
年
、
⑳
麟
徳

二
年
、
⑫
神
詣
二
年
な
ど
の
年
記
が
あ
る
文
書
を
伴
出
し
た
墓
か
ら
出
土
し
て
い
る
。
五
層
古
塔
や
ヤ
ー
ル
ポ
ト
出
土
の
貨
幣
に
発
行
年
代

が
六
＝
ハ
年
以
前
す
な
わ
ち
累
代
相
当
の
も
の
が
四
枚
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
て
い
る
ほ
か
、
す
べ
て
唐
代
相
当
の
時
期
に
サ
ー
サ
ー
ソ
朝
で
鋳

造
し
た
も
の
で
あ
り
、
上
の
例
が
示
す
よ
う
に
そ
れ
ら
は
ほ
と
ん
ど
初
唐
鳩
に
集
中
し
て
い
る
。
神
龍
二
年
（
七
〇
六
）
文
書
伴
出
の
ア
ス
タ
ー

ナ
肇
何
家
村
護
は
以
三
つ
ぐ
も
の
で
あ
ろ
掴
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ビ
ザ
ソ
ッ
金
貨
に
つ
い
て
は
、
古
く
ス
タ
イ
ン
が
購
入
し
た
コ
ン
ス
タ
ソ
テ
ィ
ヌ
ス
欝
欝
貨
や
コ
ン
ス
タ
ン
ス
貨
が
鋳
造
年
代
は
古
い
が
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

ア
ス
悪
玉
ナ
で
は
ユ
ス
テ
ィ
ヌ
ス
一
世
型
式
の
ア
ラ
ブ
ー
ビ
ザ
ソ
ツ
貨
が
唐
墓
か
ら
出
土
し
、
ユ
ス
テ
ィ
ヌ
ス
今
世
貨
が
威
陽
底
張
芝
三
皇
二

　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

○
年
独
弧
羅
墓
で
出
土
し
、
西
安
土
門
村
二
号
唐
墓
で
は
ヘ
ラ
ク
リ
ウ
ス
ニ
等
式
の
ア
ラ
ブ
ー
ビ
ザ
ン
ツ
貨
が
出
土
し
て
い
る
。

　
サ
ー
サ
イ
ン
や
ビ
ザ
ン
ッ
な
ど
の
外
国
貨
幣
の
出
土
例
に
て
ら
し
つ
つ
、
何
家
村
の
貨
幣
を
み
る
と
、
ほ
ぼ
初
唐
か
ら
盛
唐
に
わ
た
る
時
期

の
中
で
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
さ
ら
に
、
も
っ
と
も
あ
た
ら
し
い
貨
幣
は
年
代
の
判
明
す
る
も
の
で
は
和
同
開
琢
で
あ
り
、
銀
玉
は
七
一
三

年
に
ま
で
降
っ
て
い
る
。

　
金
銀
器
を
お
さ
め
て
い
た
二
つ
の
甕
形
土
器
は
、
甲
羅
で
肩
直
下
か
ら
膨
張
し
、
平
底
へ
と
収
敏
し
て
ゆ
く
特
徴
的
な
形
態
で
あ
る
。
こ
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

形
態
は
そ
の
大
小
、
焼
成
や
陶
磁
の
別
を
問
わ
な
い
の
な
ら
、
比
較
的
多
く
の
例
が
し
ら
れ
、
例
え
ば
太
原
金
勝
村
六
号
諸
等
、
鄭
嵩
上
街
区

　
　
　
　
⑬
　
　
　
　
　
　
　
⑭

二
五
号
唐
墓
、
朝
陽
韓
貞
墓
な
ど
が
あ
っ
て
、
八
世
紀
中
葉
と
考
え
て
よ
い
。
何
家
村
出
土
銀
器
中
に
は
年
記
を
持
つ
も
の
は
な
い
が
、
同
じ

甕
に
は
い
っ
て
い
た
遺
物
の
う
ち
で
年
記
を
示
す
も
の
、
あ
る
い
は
甕
自
体
か
ら
、
こ
の
埋
蔵
が
八
世
紀
中
葉
を
く
だ
る
こ
と
は
な
く
、
し
た

が
っ
て
金
銀
器
も
八
世
紀
前
半
、
あ
る
い
は
そ
れ
よ
り
や
や
さ
か
の
ぼ
り
う
る
も
の
を
含
む
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
ど
れ
ほ
ど
遡
る
こ
と

が
可
能
か
は
後
述
す
る
杯
形
式
の
器
の
ほ
か
に
判
定
す
る
手
だ
て
は
な
い
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．

　
西
安
沙
披
村
一
括
銀
器
は
同
じ
一
括
出
土
器
で
あ
っ
て
も
銀
器
自
体
に
銘
は
な
く
、
ま
た
何
家
村
の
よ
う
に
金
銀
器
以
外
の
伴
出
品
が
な
い

の
で
年
代
を
お
さ
え
る
資
料
に
乏
し
い
。
し
か
し
、
器
形
と
紋
様
か
ら
判
断
し
て
何
家
村
に
接
近
し
た
時
期
と
考
え
て
よ
い
。
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以
上
の
よ
う
に
、
銘
文
に
従
っ
て
年
代
が
確
実
に
お
さ
え
ら
れ
る
器
は
ほ
と
ん
ど
八
世
紀
末
な
い
し
九
世
紀
に
お
け
る
器
で
あ
り
、
八
世
紀

に
お
い
て
銀
器
に
銘
を
刻
ん
だ
例
は
な
い
。
九
世
紀
に
お
け
る
銀
器
の
中
で
も
銘
を
刻
む
こ
と
は
む
し
ろ
そ
の
後
半
に
属
し
、
ひ
と
つ
の
時
代

を
示
す
特
徴
と
い
っ
て
よ
い
。
そ
こ
で
八
世
紀
あ
る
い
は
そ
れ
以
前
に
属
す
る
金
銀
器
は
何
家
村
の
よ
う
に
伴
出
遺
物
と
の
関
係
か
ら
年
代
を

き
め
て
ゆ
か
ざ
る
を
え
な
い
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
し
て
唐
代
金
銀
器
の
編
年
を
試
み
る
と
次
の
と
お
り
で
あ
る
。



　
　
　
八
世
紀
申
葉
以
前
　
e
大
明
宮
東
内
苑
出
土
銀
盤
、
㈲
常
楽
坊
一
括
出
土
銀
器
、
㈹
興
化
坊
一
括
出
土
金
銀
器
、
㈹
曲
江
・
芙
蓉
園
出
土
銀

　
　
盤
、
ω
興
慶
宮
菓
郊
出
土
銀
盤
。
e
の
銀
盤
は
㈹
の
銀
盤
と
形
態
を
同
じ
く
し
、
巻
葉
型
の
青
銅
鰐
足
が
つ
く
点
、
共
通
し
た
性
格
を
も
つ
。

　
　
さ
ら
に
こ
れ
と
同
式
の
足
を
つ
け
た
銅
盤
四
点
を
出
土
し
た
韓
貞
墓
の
年
代
か
ら
七
四
四
年
ご
ろ
に
あ
て
る
こ
と
を
至
当
と
す
る
。
韓
貞
墓
か

　
　
ら
は
、
穂
落
八
稜
鏡
、
彩
絵
灰
陶
学
界
を
は
じ
め
、
三
彩
三
足
罐
や
三
彩
小
狗
な
ど
三
彩
陶
を
出
土
し
て
お
り
、
と
く
に
銅
盤
の
形
態
は
深
皿

　
　
形
で
、
銀
盤
と
は
通
ず
る
と
こ
ろ
が
な
い
が
、
足
の
形
態
に
メ
ル
ク
マ
ー
ル
が
あ
る
わ
け
で
あ
る
。
同
じ
盤
で
も
㈹
は
周
縁
部
の
つ
く
り
出
し

　
　
方
に
特
色
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
九
稜
に
つ
く
る
が
、
各
稜
の
左
右
に
円
弧
を
つ
け
て
い
る
。
こ
の
形
態
は
八
稜
鏡
に
も
み
ら
れ
、
鏡
鑑
類
と
工

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮

　
　
飛
上
の
趣
向
を
同
じ
く
す
る
も
の
で
あ
る
。
た
だ
白
鶴
美
術
館
蔵
の
鍍
金
青
銅
製
双
羅
紋
六
番
盤
は
同
形
の
外
縁
を
示
す
が
、
内
縁
は
門
形
で

　
　
あ
っ
て
、
興
慶
宮
銀
盤
の
よ
う
な
円
弧
を
つ
な
い
だ
も
の
で
は
な
い
。
こ
れ
ら
e
、
㈹
、
㈹
の
銀
盤
は
、
周
縁
部
と
盤
心
の
み
に
図
紋
を
面
起

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

　
　
璽
彫
り
す
る
特
色
を
も
ち
、
こ
の
点
で
正
倉
院
蔵
の
三
足
付
置
草
花
紋
銀
盤
と
同
類
で
あ
る
。

　
　
　
㈲
の
常
楽
坊
出
土
品
は
、
④
の
興
奮
坊
出
土
品
に
比
較
し
て
や
や
施
紋
が
粗
い
が
、
魚
子
地
を
整
理
し
て
器
外
面
全
体
に
施
し
、
そ
の
中
に

齢傑
　
草
花
、
流
雲
、
飛
鳥
を
配
す
る
と
い
っ
た
図
紋
の
構
成
は
等
し
い
。
し
た
が
っ
て
さ
き
に
の
べ
た
と
お
り
、
接
近
し
た
時
期
と
み
て
よ
い
。
興

年編
　
化
坊
出
土
器
に
は
非
常
に
多
岐
に
わ
た
る
形
式
が
あ
っ
て
、
甕
に
納
め
る
こ
と
の
不
可
能
な
盤
以
外
、
あ
ら
ゆ
る
金
銀
器
を
お
さ
め
た
感
が
あ

の

羅
難
覧
晦
禰
擁
縁
野
帰
蒲
錘
鋸
醐
謎
賢
魏
醗
麹
媚
縫
猷
黙
彫

金獣
　
き
わ
め
て
ヴ
ァ
ラ
エ
テ
ィ
に
と
ん
で
い
た
こ
と
を
示
し
た
。
し
か
し
言
い
か
え
れ
ば
、
稀
有
の
形
式
は
こ
の
時
代
の
金
銀
器
工
芸
の
う
ち
で
は

卸
　
特
例
な
の
で
あ
り
、
そ
の
主
要
部
は
ま
さ
に
杯
な
り
椀
な
り
に
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
は
一
括
銀
器
と
し
て
の
常
楽
坊
銀
器
の
形
式

出来
　
が
杯
、
椀
、
薫
炉
、
盆
、
な
ど
に
限
ら
れ
て
い
る
事
情
と
合
致
す
る
。

年琳
日
興
化
坊
と
常
楽
坊
と
の
銀
器
の
う
ち
、
杯
と
椀
は
次
の
と
お
り
分
類
さ
れ
る
。
杯
に
は
興
化
坊
に
お
い
て
金
製
が
あ
る
が
、
金
銀
は
単
に
素

坑
材
の
菱
す
ぎ
な
い
。
杯
種
類
は
、
外
反
り
縁
部
と
底
部
付
近
に
張
畠
し
た
水
平
の
稜
を
ぞ
・
て
円
底
に
し
た
型
式
で
あ
・
て
・
環
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耳
と
圏
足
を
つ
け
、
口
縁
が
円
形
を
呈
す
る
a
式
と
魚
体
奇
縁
と
も
に
八
稜
の
b
式
と
が
あ
る
。
第
一
類
a
は
興
化
坊
出
土
品
で
は
金
花
を
貼

付
し
て
装
飾
と
し
た
金
製
の
も
の
が
あ
り
、
管
楽
坊
出
土
晶
で
は
無
紋
銀
製
で
あ
る
。
第
一
類
b
は
常
楽
坊
に
は
な
く
、
興
化
坊
出
土
品
に
金

銀
製
品
が
各
一
点
あ
る
。
第
二
類
は
口
縁
直
下
に
細
い
三
十
を
つ
け
、
突
帯
か
ら
上
へ
外
反
し
、
膚
帯
以
下
は
漸
次
縮
小
し
て
円
丘
と
な
る
逆

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ツ
カ

釣
鐘
状
の
杯
形
を
と
る
。
こ
の
杯
形
を
う
け
て
托
が
あ
り
、
托
に
ソ
ロ
バ
ソ
形
状
の
一
節
を
つ
け
た
束
が
つ
く
。
束
は
節
以
下
で
次
第
に
裾
が

ひ
ら
い
て
基
底
と
な
っ
て
い
る
。
第
二
類
は
興
化
坊
に
も
常
楽
坊
に
も
あ
り
、
い
ず
れ
も
銀
製
で
杯
部
か
ら
高
調
に
い
た
る
器
外
表
全
体
に
魚

子
地
、
唐
草
、
騎
馬
狩
猟
図
の
図
紋
を
つ
け
る
。
突
帯
以
上
で
は
唐
草
、
托
以
下
は
唐
草
、
突
帯
芯
聖
杯
主
要
部
が
騎
馬
狩
猟
図
で
あ
る
。

　
第
一
、
第
二
類
が
口
縁
径
が
薄
野
よ
り
小
さ
い
か
あ
る
い
は
等
し
い
と
い
っ
た
杯
部
を
も
つ
の
に
対
し
、
第
三
、
第
四
類
は
こ
の
関
係
が
逆

で
、
椀
形
の
田
部
を
も
つ
。
第
三
類
は
底
部
に
急
足
、
身
に
環
耳
を
つ
け
る
点
、
第
一
類
と
と
く
に
類
同
す
る
。
興
化
坊
出
土
品
中
に
二
点
の

銀
製
、
礼
楽
坊
に
一
点
の
銀
製
が
あ
る
。
第
四
類
は
高
脚
を
つ
け
る
点
、
第
三
類
と
異
な
る
。
高
脚
は
節
の
あ
る
も
の
と
な
い
も
の
が
あ
り
、

花
形
の
托
を
つ
け
る
こ
と
を
通
例
と
し
、
杯
部
の
花
形
あ
る
い
は
思
弁
打
ち
出
し
に
関
連
し
て
や
は
り
何
曲
か
の
花
形
に
す
る
の
が
一
般
的
で

あ
る
。
こ
の
第
四
類
杯
は
多
く
の
深
化
坊
出
土
品
中
に
な
く
、
常
楽
市
出
土
品
に
は
三
点
を
か
ぞ
え
、
か
つ
さ
き
に
施
紋
が
や
や
粗
で
あ
る
と

い
っ
た
の
は
ま
さ
し
く
こ
の
第
四
類
杯
で
あ
る
。

　
椀
は
二
類
あ
り
、
第
一
類
は
口
縁
外
反
す
る
も
の
、
第
二
類
は
外
反
せ
ず
、
直
立
す
る
も
の
で
あ
る
。
第
一
類
は
杯
第
三
、
第
四
類
の
杯
形

態
と
共
通
す
る
。
第
三
叢
濃
や
常
楽
坊
出
土
の
九
花
形
椀
（
第
一
章
㈲
i
②
の
第
二
種
に
相
当
す
る
）
は
、
一
稜
を
境
に
内
縮
し
て
窩
縁
へ
と
外
反

す
る
上
半
と
外
張
り
の
の
ち
に
遍
羅
に
な
る
下
半
と
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
形
態
を
と
っ
た
椀
は
、
銀
器
以
外
に
陶
磁
器
に
も
み
ら
れ
、

銀
器
が
祖
型
に
な
っ
た
か
ど
う
か
は
わ
か
ら
な
い
が
、
第
三
類
杯
、
第
一
類
椀
の
年
代
を
き
め
る
手
が
か
り
を
つ
か
む
こ
と
が
で
き
る
。
す
な

わ
ち
西
安
王
家
墳
九
〇
号
墓
で
は
、
獅
子
一
対
、
女
漆
桶
、
銭
櫃
な
ど
の
す
ぐ
れ
た
三
彩
を
副
葬
し
て
お
り
、
そ
れ
と
と
も
に
第
二
類
銀
椀
と

同
式
の
銅
壷
あ
る
い
は
四
騎
狩
猟
紋
鏡
が
出
土
し
、
さ
ら
に
交
胎
粒
の
陶
画
も
あ
っ
て
、
と
く
に
こ
の
陶
椀
が
第
三
満
杯
や
逸
楽
坊
九
花
形
銀

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

椀
に
共
通
す
る
形
態
で
あ
る
。
同
じ
形
態
は
三
彩
や
白
磁
に
も
あ
り
、
特
に
重
要
な
事
実
は
、
永
泰
公
無
下
出
土
三
彩
椀
で
、
こ
の
手
の
椀
が
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一九五六年来出土の唐代金銀器とその編年（桑山）

神
龍
二
年
（
七
〇
六
）
ご
ろ
に
さ
か
の
ぼ
る
こ
と
が
あ
き
ら
か
で
あ
る
。

　
八
世
紀
宋
九
世
紀
初
頭
　
こ
の
時
期
の
銀
器
に
は
斐
粛
言
語
銀
盤
一
点
が
あ
る
だ
け
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
八
○
○
年
ご
ろ
の
銀
器
金
般
を
こ

れ
か
ら
推
す
こ
と
は
と
う
て
い
で
き
な
い
け
れ
ど
も
、
八
世
紀
中
葉
の
盤
と
比
較
す
れ
ば
、
す
で
に
そ
の
変
化
は
お
お
う
べ
く
も
な
い
。
そ
れ

は
ま
ず
器
形
、
そ
れ
か
ら
紋
様
の
あ
り
方
に
お
よ
ん
で
い
る
。
大
明
宮
東
内
苑
の
鍍
金
獅
子
紋
銀
盤
や
こ
れ
と
同
巧
の
正
倉
院
隠
紋
銀
盤
に
比

較
す
る
と
、
こ
れ
ら
が
周
縁
の
花
紋
の
内
外
に
あ
る
花
形
の
区
別
が
明
瞭
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
嚢
粛
銀
盤
で
絃
弱
く
、
ほ
と
ん
ど
円
形
に
近

い
。
八
世
紀
中
葉
ご
ろ
の
盤
で
は
紋
様
は
周
縁
部
と
幼
心
と
に
限
ら
れ
て
い
る
の
に
対
し
て
、
こ
の
器
は
周
縁
や
盤
心
ば
か
り
で
な
く
、
盤
心

図
鑑
の
周
囲
の
六
区
画
中
に
も
そ
れ
ぞ
れ
花
紋
を
打
ち
出
し
、
周
縁
部
で
も
、
唇
弁
内
に
ま
と
ま
っ
た
花
紋
を
表
現
し
た
の
が
八
世
紀
中
葉
で

あ
っ
た
が
、
こ
こ
で
は
花
紋
聞
に
一
対
の
展
翼
の
鳥
を
お
き
、
周
縁
全
体
に
紋
様
を
展
開
す
る
方
向
に
あ
る
。
盤
心
の
図
紋
は
禽
獣
を
ひ
と
つ

だ
け
表
現
し
た
も
の
で
は
な
く
、
二
羽
の
鳳
圓
を
花
紋
と
と
も
に
配
置
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
盤
に
お
け
る
紋
様
配
置
の
詳
細
は
第
一
章

に
の
べ
た
。
各
紋
様
の
細
部
は
こ
ま
か
い
配
慮
に
も
と
づ
い
て
は
い
る
が
、
鍍
金
さ
れ
た
各
紋
様
は
ひ
と
つ
ず
つ
の
か
た
ま
り
に
な
り
お
わ
っ

て
ご
た
ご
た
と
し
、
八
世
紀
中
葉
の
銀
盤
の
よ
う
な
簡
潔
な
力
強
さ
が
な
い
。

　
九
世
紀
後
半
　
⇔
平
康
坊
茶
托
、
⇔
耀
差
脚
林
葉
陰
村
一
括
出
土
器
、
㈹
威
陽
出
土
金
器
、
㈹
西
安
洪
慶
村
出
土
銀
盆
。
背
蚕
齢
銀
器
中
の

敬
晦
銀
器
は
八
五
〇
年
に
当
り
、
茶
托
一
枚
は
⇔
の
平
康
坊
茶
托
第
二
種
「
左
策
隠
宅
心
向
」
銘
の
も
の
と
同
一
型
式
で
あ
り
、
ま
た
平
康
坊

第
一
種
茶
托
は
大
中
一
四
年
（
八
六
〇
）
の
製
作
で
あ
る
。
背
陰
村
銀
器
は
銘
文
に
さ
ま
ざ
ま
あ
っ
て
宣
徽
院
に
あ
つ
め
ら
れ
た
も
の
と
推
定
し

う
る
こ
と
は
さ
き
に
示
唆
し
た
と
お
り
で
あ
る
が
、
銀
器
形
態
や
施
紋
法
に
お
い
て
性
格
は
ほ
と
ん
ど
統
一
さ
れ
て
い
る
。

　
敬
晦
銀
器
を
基
準
に
す
る
と
、
こ
れ
は
大
明
宮
西
爽
城
外
出
土
の
斐
粛
銀
盤
の
系
統
を
引
い
て
盤
心
に
花
紋
を
い
っ
ぱ
い
に
あ
ら
わ
し
、
各

花
弁
に
花
紋
を
お
く
。
背
叛
村
銀
器
に
は
四
花
形
、
五
花
形
、
六
花
形
な
ど
多
く
の
花
弁
形
の
皿
や
椀
が
あ
る
が
、
各
花
弁
の
区
別
が
斐
粛
銀

盤
よ
り
弱
く
、
形
式
化
が
す
す
ん
で
い
る
。
ま
た
形
式
化
し
た
花
形
の
皿
や
浅
い
椀
に
は
円
形
だ
け
で
な
く
、
楕
円
あ
る
い
は
横
長
の
字
形
が

あ
り
、
そ
の
中
で
も
長
軸
方
向
両
端
に
宝
珠
突
起
の
あ
る
花
形
、
短
軸
方
向
に
円
弧
を
、
そ
れ
ぞ
れ
う
ち
出
し
て
つ
く
っ
た
盤
が
あ
る
。
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横
長
の
器
形
を
も
つ
も
の
に
八
曲
七
難
と
十
二
曲
長
杯
が
背
陰
村
で
出
土
し
て
い
る
。
紋
様
や
技
巧
上
八
世
紀
中
葉
以
前
の
興
化
坊
出
土
品

第
一
類
と
同
類
で
あ
り
う
る
白
革
美
術
館
の
銀
製
八
曲
長
道
や
正
倉
院
の
豊
年
銅
製
八
曲
長
杯
と
は
か
な
り
異
な
っ
た
も
の
で
あ
る
。
側
面
か

ら
み
る
と
、
各
弁
の
大
き
さ
が
、
入
世
紀
の
も
の
で
は
ほ
と
ん
ど
等
し
く
つ
く
る
の
に
対
し
、
九
世
紀
の
も
の
は
中
央
と
そ
の
両
側
、
い
い
か

え
る
と
短
軸
方
向
両
端
に
あ
る
弁
が
、
爆
小
化
し
、
長
軸
方
向
両
端
の
弁
が
極
端
に
大
き
く
な
っ
て
い
る
。
報
文
中
、
背
理
村
に
関
し
て
は
そ

の
高
台
の
千
里
を
記
録
し
な
い
が
、
英
国
博
物
館
の
器
で
は
、
末
広
の
高
峯
が
つ
き
、
し
か
も
こ
の
博
物
館
の
八
曲
長
杯
は
弁
の
大
小
、
切
れ

こ
み
工
合
な
ど
の
点
で
上
置
村
長
曲
杯
に
通
じ
、
さ
ら
に
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
美
術
館
の
長
曲
杯
は
英
国
博
物
館
蔵
品
と
高
脚
部
や
杯
形
自
身
に

　
　
　
　
　
　
　
⑱

一
致
す
る
点
が
多
い
。
背
陰
村
出
土
の
高
聖
杯
は
、
こ
の
よ
う
な
長
曲
杯
の
高
脚
と
同
質
の
も
の
で
あ
っ
て
、
八
世
紀
に
お
け
る
節
つ
き
の
高

脚
と
は
根
本
的
に
異
な
っ
た
形
態
で
あ
る
。

　
背
陰
村
の
長
聖
杯
は
無
紋
で
あ
る
が
、
以
上
の
長
曲
杯
に
は
皿
や
盤
と
同
じ
ひ
と
つ
の
傾
向
が
み
え
る
。
八
世
紀
の
銀
器
が
内
部
よ
り
外
表

に
紋
様
を
お
い
た
の
に
対
し
、
杯
の
内
部
に
か
え
っ
て
外
部
よ
り
も
装
飾
が
多
い
。
英
国
博
物
館
の
器
も
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
美
術
館
の
器
も
と

も
に
器
の
窪
手
中
心
に
花
形
を
う
ち
出
す
こ
と
、
短
軸
方
向
両
端
に
連
珠
格
子
紋
、
各
格
子
中
に
一
遇
点
を
配
す
る
こ
と
、
お
よ
び
長
軸
方
向

両
端
の
弁
内
に
人
物
に
重
点
を
お
い
た
絵
画
的
表
現
が
あ
る
こ
と
、
弁
の
境
界
に
な
っ
て
い
る
突
出
部
が
円
く
、
そ
の
両
側
を
引
き
璽
で
き
ざ

み
を
入
れ
て
い
る
こ
と
、
な
ど
の
諸
点
で
共
通
す
る
。

　
こ
の
よ
う
な
紋
様
の
あ
り
方
の
う
ち
、
人
物
像
は
八
世
紀
銀
器
上
の
人
物
像
と
ち
が
っ
て
、
物
語
性
が
あ
る
説
明
図
の
傾
向
を
も
っ
て
い
る
。

銘
も
そ
の
内
容
の
説
明
な
り
標
題
で
あ
っ
た
り
す
る
。
（
＝
）
西
安
洪
慶
村
出
土
の
食
は
、
器
底
面
に
男
女
二
人
の
立
姿
を
刻
み
、
頭
上
に

「
二
人
同
心
」
銘
が
あ
っ
て
ま
さ
し
く
そ
の
好
例
と
い
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
馳
駅
村
「
子
路
　
論
語
注
霊
全
問
政
」
銘
の
三
足
三
曲
壺
、

英
国
博
物
館
の
太
公
望
・
文
王
を
表
わ
し
た
菱
花
形
の
銀
皿
も
こ
の
類
に
属
す
る
。
　
「
二
人
同
心
」
銘
盆
が
四
花
楕
円
形
と
い
う
よ
う
な
形
態

を
と
っ
て
い
る
点
、
盒
は
円
形
を
通
例
と
す
る
八
世
紀
と
は
、
異
な
り
、
皿
や
盤
な
ど
と
同
じ
く
、
形
態
上
の
こ
の
時
期
の
特
色
で
あ
る
。
八

世
紀
に
相
当
す
る
長
曲
杯
は
こ
こ
で
と
り
あ
げ
た
籟
囲
内
の
出
土
例
に
は
な
い
け
れ
ど
も
、
九
世
紀
後
半
に
当
る
背
陰
村
の
長
坐
杯
は
白
鶴
美

70 （866）



一九五六年来出土の唐代金銀器とその編年（桑山）

術
館
や
正
倉
院
な
ど
の
長
曲
杯
の
系
統
を
引
く
と
と
も
に
、
九
世
紀
後
半
の
一
連
の
横
長
花
形
を
呈
す
る
銀
器
の
形
成
に
も
無
関
係
で
は
な
か

っ
た
と
考
え
た
い
。

　
威
陽
帯
戦
闘
公
社
出
土
の
金
製
把
手
つ
き
蓋
壺
を
や
は
り
九
世
紀
中
葉
あ
る
い
は
そ
れ
以
降
に
帰
属
す
る
の
は
次
の
理
由
に
よ
っ
て
い
る
。

器
形
が
晩
唐
五
代
に
お
け
る
白
磁
や
青
磁
ま
た
は
白
白
緑
彩
な
ど
の
水
心
と
同
じ
傾
向
を
と
っ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
直
立
し
た
い
さ
さ
か
太
め

の
注
ぎ
口
、
長
吉
で
肩
が
張
り
、
底
へ
だ
い
た
い
直
線
的
に
収
敏
し
て
ゆ
く
形
態
を
も
っ
て
い
る
。
紋
様
は
特
徴
あ
る
唐
草
に
注
目
す
る
必
要

が
あ
る
。
唐
音
は
そ
れ
ぞ
れ
反
対
方
向
に
強
く
巻
き
こ
ん
だ
対
称
の
蔓
を
基
本
と
す
る
。
こ
の
一
対
の
蔓
の
中
間
、
わ
か
れ
目
か
ら
、
同
様
な

一
対
の
蔓
が
次
々
に
出
て
ゆ
く
も
の
で
あ
り
、
蔓
の
先
端
の
ま
き
こ
み
が
つ
よ
く
円
形
を
呈
し
て
い
る
。
こ
れ
は
八
世
紀
銀
器
に
お
け
る
唐
草
、

茎
が
ま
ず
波
状
に
あ
っ
て
そ
こ
か
ら
蔓
や
葉
や
果
実
（
多
く
の
場
合
は
ヘ
タ
を
つ
け
た
募
状
の
実
）
が
派
生
す
る
唐
草
と
は
基
本
的
に
異
な
る
。
こ

の
よ
う
な
威
陽
出
土
金
鋸
壺
の
唐
草
紋
は
さ
き
の
洪
慶
回
船
盒
の
底
面
に
描
か
れ
、
ま
た
英
国
博
物
館
蔵
「
王
従
約
」
切
銘
の
銀
盤
（
皿
P
）

内
面
に
み
ら
れ
る
。

①
　
装
身
具
類
は
容
器
と
異
な
っ
て
、
唐
墓
か
ら
出
土
し
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
西

　
安
東
郊
韓
早
薬
の
唐
雷
府
霜
夫
人
宋
氏
墓
。
発
掘
簡
報
は
な
く
、
　
『
五
心
出
土
重

　
要
文
物
展
覧
図
録
』
序
に
唐
綴
が
記
し
、
天
雷
四
載
（
七
四
五
Y
葬
を
示
す
墓
志

　
が
あ
る
。
同
書
、
図
版
一
〇
〇
お
よ
び
一
〇
一
。
羅
文
銀
洗
一
も
出
土
し
て
い
る

　
が
、
こ
こ
に
い
う
金
銀
器
の
編
年
に
は
手
が
か
り
に
な
ら
な
い
。
ま
た
西
安
南
郊

　
恵
家
村
大
中
二
年
墓
で
銀
翼
や
金
銀
叙
　
（
閻
蘇
「
西
安
出
土
的
唐
代
金
銀
器
」

　
『
文
才
』
五
九
一
八
）
、
広
州
皇
帝
崩
飲
代
木
蔦
墓
で
＝
二
点
の
銀
零
下
が
出
土

　
し
て
い
る
　
（
広
州
市
文
物
管
理
委
員
会
「
広
州
皇
帝
崩
唐
木
榔
掌
中
理
簡
報
」
、

　
『
考
古
』
五
九
－
一
二
、
六
六
八
－
六
七
〇
、
六
七
八
頁
）
。

②
　
朝
陽
地
区
博
物
館
「
遼
寧
朝
陽
受
認
貞
墓
」
　
（
『
考
古
』
七
三
f
六
）
、
三
五
八

　
頁
、
図
四
な
ど
参
照
。

③
　
直
土
省
博
物
館
（
李
長
慶
・
黒
光
）
「
西
安
市
北
郊
発
現
唐
代
金
花
銀
盤
」
（
『
文

　
物
』
六
三
1
㎜
○
）

④
　
盧
兆
蔭
「
関
子
爾
安
北
郊
所
出
唐
代
金
花
銀
盤
」
　
（
『
考
古
』
六
四
i
三
）
。

⑤
　
朱
単
元
「
西
安
北
郊
出
土
唐
金
花
銀
盤
銘
文
的
校
勘
」
（
『
文
物
』
六
四
－
七
）
。

⑥
　
厳
耕
望
撰
『
唐
僕
尚
丞
郎
衷
』
（
『
中
央
研
究
院
歴
史
語
言
研
究
所
専
刊
之
三
十

　
六
』
）
民
国
四
五
年
（
一
九
五
六
）
、
e
の
一
八
六
頁
、
管
の
八
〇
六
頁
。
ま
た

　
『
唐
代
印
下
田
中
央
関
係
之
研
究
』
、
民
国
五
八
年
（
一
九
六
九
）
、
八
一
九
頁
に

　
よ
れ
ば
、
敬
晦
が
塩
鉄
使
の
の
ち
漸
西
観
察
使
で
あ
っ
た
の
は
、
大
中
五
年
か
ら

　
大
中
七
年
ま
で
と
す
る
。

⑦
郭
法
若
「
出
土
文
物
二
三
事
」
（
『
文
物
』
七
ニ
ー
三
）
、
ニ
ー
四
頁
。

⑧
中
国
出
土
サ
ー
サ
ー
ン
銀
貨
に
つ
い
て
は
、
夏
鼎
「
撰
述
中
国
出
土
合
波
斯
薩

　
珊
朝
銀
幣
」
　
（
『
学
報
』
七
照
一
一
）
が
あ
り
、
概
況
を
知
る
う
え
で
便
利
で
あ

　
る
が
、
若
干
の
貨
幣
の
同
定
に
つ
い
て
は
疑
義
が
残
る
。
本
文
中
各
ミ
の
典
拠
次
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の
と
お
り
。
ω
夏
窮
「
最
近
発
現
的
波
斯
薩
珊
朝
銀
幣
」
　
（
『
学
報
臨
五
七
－
二
、

　
②
『
考
古
』
七
四
一
二
、
圖
黄
文
弼
『
吐
魯
番
考
古
記
』
、
北
京
、
　
一
九
五
四
、

　
『
学
報
』
五
七
一
二
、
側
、
㈲
一
㈱
『
学
報
』
七
四
－
一
、
㈲
夏
鳥
「
新
彊
吐
魯

　
悉
｛
最
近
出
十
｝
的
波
斯
薩
珊
朝
畑
銀
幣
」
　
（
『
考
古
』
六
六
1
・
四
）
。

⑨
〉
■
Q
Q
＄
旦
の
ミ
§
ミ
3
H
H
H
り
》
心
妻
邑
錠
切
（
げ
《
い
≧
ご
ロ
）
…
H
α
‘
N
§
龍
マ

　
§
o
亀
』
篭
孕
H
目
閣
℃
や
①
ま
－
①
㎝
ρ
》
噂
旭
曾
α
冒
切
（
σ
団
■
　
甲
囲
．
　
冒
や
切
℃
O
H
O
）
・

⑩
『
文
参
』
五
四
－
一
〇
、
お
よ
び
『
学
報
』
五
七
i
二
。

⑪
　
夏
鼎
「
西
安
土
門
村
唐
門
出
土
的
拝
占
詳
密
金
隠
」
（
『
考
古
嚇
六
一
－
八
）
。

⑫
　
山
西
省
文
物
管
理
委
員
会
「
太
原
細
金
勝
村
第
六
号
唐
代
壁
画
墓
」
（
『
文
物
』

　
五
九
1
八
）
。

⑬
河
南
省
文
化
局
文
物
工
作
隊
「
鄭
州
上
街
区
唐
墓
発
掘
簡
報
」
（
『
考
古
』
六
〇

　
一
一
）
。

⑭
前
注
②
参
照
。

⑯
撃
、
跨
塞
、
職
．
」
蓋
9
§
駐
ミ
§
四
嘗
“
“
§
ミ
ミ
§
＆
§
ミ
£
§
§
§
ぎ

　
肉
愚
さ
』
§
ミ
㌧
愚
ミ
ミ
噛
、
馬
§
○
ミ
ミ
噛
℃
母
β
お
認
噛
跡
σ
q
’
銀
F
『
東
洋
美
術
展
』

　
目
録
、
東
京
国
立
博
物
館
、
一
九
六
八
、
三
二
五
図
（
七
五
頁
）
。

⑯
正
倉
院
銀
盤
に
は
童
心
の
鹿
紋
の
ほ
か
、
盤
面
に
三
星
紋
が
あ
る
。
三
星
紋
は

　
サ
ー
サ
ー
ン
王
冠
の
か
ぶ
り
も
の
の
装
飾
に
み
ら
れ
る
特
有
の
図
無
で
、
こ
の
点

　
か
ら
、
正
倉
院
銀
盤
は
ト
ゥ
ハ
ー
リ
ス
タ
…
ン
ロ
ソ
グ
デ
ィ
ア
ナ
製
か
、
あ
る
い

　
は
こ
れ
を
皆
済
と
し
た
製
贔
で
あ
ろ
う
。

⑰
　
自
彊
南
「
西
安
東
郊
王
家
墳
清
理
了
一
座
唐
墓
」
　
（
『
文
参
』
五
五
一
九
）
、
陳

　
有
曜
「
西
安
王
家
墳
村
第
九
〇
号
唐
墓
清
理
一
報
」
（
『
文
型
』
五
六
一
八
）
、
『
五

　
省
出
土
霊
要
文
物
展
覧
國
録
』
、
図
版
七
六
、
一
。

⑱
英
国
博
物
館
品
に
つ
い
て
は
、
『
考
古
学
雑
誌
』
第
二
〇
巻
第
三
号
、
二
一
二

　
頁
図
、
お
よ
び
京
都
大
学
人
文
科
学
研
究
所
考
古
資
料
一
】
二
九
番
、
ま
た
メ
ト

　
ロ
ポ
リ
タ
ソ
美
術
館
品
に
つ
い
て
は
、
　
『
唐
宋
精
華
』
米
国
部
、
「
八
六
、
八
七
図

　
を
参
照
し
た
。
な
お
素
紋
台
付
八
曲
長
杯
は
ユ
ー
モ
ル
フ
ォ
プ
ー
ロ
ス
四
コ
レ
ク

　
シ
ョ
ン
に
も
あ
り
、
曲
の
大
小
、
ラ
ッ
パ
ロ
状
高
台
か
ら
み
て
九
世
紀
に
あ
て

　
る
。
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四
金
銀
杯
の
系
譜

　
前
章
に
お
い
て
八
世
紀
中
葉
あ
る
い
は
そ
れ
以
前
に
関
係
す
る
墨
形
金
銀
器
を
分
類
整
理
し
て
お
い
た
。
こ
の
分
類
に
も
と
づ
い
て
そ
の
系

譜
か
ら
中
国
に
お
け
る
出
現
の
時
期
ま
で
を
検
討
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
（
図
版
二
・
三
）
。

　
第
四
類
が
杯
部
の
形
態
や
紋
様
の
点
か
ら
み
て
八
世
紀
前
半
に
相
当
す
る
こ
と
は
前
章
で
ふ
れ
た
。
第
三
類
も
同
じ
く
杯
部
形
態
が
八
世
紀

前
半
に
あ
た
る
こ
と
第
四
類
と
軌
を
一
に
す
る
。
ま
た
第
三
類
杯
の
環
状
の
把
手
は
、
環
を
主
体
と
し
、
上
部
に
口
薬
と
水
平
の
飾
り
板
を
あ

て
、
下
部
に
指
か
け
突
起
を
出
し
、
杯
と
反
対
側
に
珠
点
を
連
続
す
る
。
こ
の
あ
り
方
は
第
一
類
b
で
あ
る
興
化
坊
出
土
の
金
及
び
銀
製
の
八

稜
杯
の
把
手
と
ま
っ
た
く
同
じ
で
あ
り
、
こ
こ
か
ら
第
一
類
b
も
八
世
紀
前
半
に
あ
た
る
は
ず
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
第
一
類
b
で
も
金
杯
と
鍍
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金
銀
杯
と
で
は
図
紋
に
差
異
が
認
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　
最
近
エ
ル
ミ
タ
ー
ジ
ュ
博
物
館
の
ボ
リ
ス
ー
マ
ル
シ
ャ
ー
ク
茂
は
、
ソ
グ
デ
ィ
ア
ー
ナ
が
七
、
八
世
紀
と
い
う
時
期
、
サ
ー
サ
ー
ン
朝
と
ア

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

ッ
バ
ー
ス
朝
と
の
中
聞
の
時
期
に
金
属
工
芸
の
中
心
と
な
っ
て
い
た
こ
と
を
あ
き
ら
か
に
し
た
。
A
、
B
、
C
、
三
つ
の
流
派
を
設
定
し
、
そ

こ
に
六
点
の
第
一
類
に
帰
属
す
べ
き
銀
杯
を
お
い
た
。
こ
れ
ら
は
魚
子
地
と
鋳
造
に
よ
る
レ
リ
ー
フ
を
つ
け
た
部
分
と
を
も
つ
。
群
に
属
し
て

い
る
。
六
点
の
う
ち
二
点
が
第
一
類
b
、
四
点
が
第
一
類
翫
で
あ
る
。
二
点
の
第
一
類
b
は
七
世
紀
と
八
世
紀
は
じ
め
ご
ろ
に
そ
れ
ぞ
れ
あ
て

ら
れ
て
い
る
が
、
七
世
紀
の
も
の
は
八
稜
で
は
あ
る
が
、
雑
体
は
口
縁
か
ら
底
部
上
方
の
水
平
突
稜
ま
で
直
線
的
に
処
理
さ
れ
、
口
縁
も
外
反

せ
ず
、
ま
た
各
稜
で
分
割
さ
れ
た
面
は
内
職
し
て
い
な
い
。
八
世
紀
の
も
の
は
水
平
突
稜
以
上
が
辺
縁
に
か
け
て
徐
々
に
外
ぞ
り
に
な
る
が
、

口
縁
は
八
角
形
で
、
各
車
は
内
棄
し
て
い
な
い
。
内
轡
し
て
い
な
い
が
、
こ
れ
が
唐
八
稜
杯
に
も
っ
と
も
近
い
。
末
広
の
毛
足
の
基
部
に
連
珠

を
き
ざ
ん
だ
点
、
あ
る
い
は
把
手
の
形
状
な
ど
、
第
一
類
b
や
第
三
類
の
把
手
と
ま
っ
た
く
同
じ
も
の
で
あ
る
。
第
二
類
a
は
四
点
あ
る
け
れ

ど
も
唐
代
の
杯
と
共
通
す
る
の
は
杯
部
本
体
で
あ
っ
て
、
把
手
は
他
の
二
点
と
同
じ
形
状
を
と
っ
て
い
る
。
一
点
は
七
世
紀
で
あ
っ
て
、
無
紋
。

把
手
外
側
に
連
珠
は
な
く
、
下
部
の
指
か
け
は
小
さ
く
突
出
し
な
い
。
こ
の
杯
の
把
手
上
部
の
水
平
装
飾
板
に
鋳
出
し
た
半
パ
ル
メ
ッ
ト
は
興

化
坊
八
稜
金
杯
杯
部
側
面
の
人
物
像
両
側
を
か
ざ
る
唐
草
紋
の
半
パ
ル
メ
ッ
ト
と
同
じ
も
の
で
あ
る
。

Ω

1

～

3

謬
総

図7　ソグディアーナ銀器
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迎
撃
坊
八
稜
銀
杯
は
縦
方
向
に
整
理
し
た
精
美
な
魚
子
を
地
紋
に
用
い
、
唐
菓
を
人
物
周
囲
に
配
置
し
た
パ
ネ
ル
と
人
物
周
囲
に
草
花
や
山

上
や
鳥
を
配
鐙
し
た
パ
ネ
ル
と
を
交
互
に
お
い
て
お
り
、
金
杯
の
パ
ネ
ル
が
人
物
像
両
側
に
唐
革
を
き
ざ
ん
で
魚
子
を
地
紋
と
し
な
い
こ
と
と

大
い
に
異
な
る
。
把
手
は
、
金
杯
が
環
の
下
部
に
杯
と
反
対
方
向
に
突
出
す
る
指
か
け
を
つ
く
っ
て
、
ソ
グ
デ
ィ
ア
ー
ナ
銀
杯
と
変
る
と
こ
ろ

が
な
い
の
に
対
し
、
銀
杯
の
指
か
け
は
金
杯
と
反
対
方
向
、
す
な
わ
ち
杯
に
接
続
し
て
あ
る
。
銀
紙
堂
号
に
あ
ら
わ
れ
た
人
物
周
囲
の
図
柄
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

銀
器
ば
か
り
で
な
く
、
聖
徳
太
子
墓
や
永
泰
公
主
墓
の
よ
う
な
唐
墓
の
石
榔
線
刻
図
に
も
あ
ら
わ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
一
方
、
八
稜
金
杯
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

あ
ら
わ
れ
る
よ
う
な
唐
草
紋
は
、
階
開
皇
二
年
（
五
八
二
）
の
李
和
墓
に
あ
り
、
仁
寿
三
年
（
六
〇
三
）
銘
の
鍍
金
舎
利
銅
函
で
は
や
や
複
雑
と
な

④
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

り
、
大
業
六
年
（
六
一
〇
）
の
姫
里
墓
で
は
ま
っ
た
く
異
な
っ
た
も
の
に
な
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
興
化
坊
の
二
つ
の
八
稜
杯
は
一
見
同
じ
も

の
で
金
銀
素
材
を
異
に
し
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
よ
う
に
み
え
る
け
れ
ど
も
、
金
器
の
方
は
か
り
に
中
国
で
製
作
さ
れ
た
と
仮
定
す
る
な
ら
ば
、

階
代
以
前
（
六
世
紀
以
前
）
で
あ
り
、
頭
方
ソ
グ
デ
ィ
ア
ー
ナ
に
お
い
て
製
作
さ
れ
た
と
考
え
る
な
ら
ば
、
七
世
紀
あ
る
い
は
八
世
紀
は
じ
め
に

お
い
て
よ
い
。
ま
た
金
銀
両
杯
の
人
物
像
に
も
異
な
っ
た
点
が
あ
る
。
そ
れ
は
服
飾
で
、
銀
器
上
の
人
物
は
よ
り
中
国
的
な
寛
袖
の
服
飾
、
金

器
上
の
人
物
は
筒
袖
の
外
套
を
着
用
し
て
い
る
。
金
杯
は
む
し
ろ
中
国
の
製
作
で
は
な
い
よ
う
で
あ
る
。
し
か
し
、
六
世
紀
か
ら
八
世
紀
に
お

よ
ぶ
中
央
ア
ジ
ア
、
ソ
グ
デ
ィ
ア
ー
ナ
、
あ
る
い
は
イ
ラ
ー
ソ
で
銀
器
は
製
作
さ
れ
た
が
、
金
器
製
作
が
ど
れ
ほ
ど
お
こ
な
わ
れ
た
か
つ
ま
び

ら
か
で
な
い
。
金
の
流
通
は
む
し
ろ
サ
ー
サ
ー
ン
朝
以
前
で
あ
る
。
た
だ
、
ビ
ザ
ソ
ツ
金
貨
の
流
通
は
相
当
ひ
ろ
く
、
中
国
に
も
流
入
し
て
い

る
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

　
里
諺
一
類
a
は
黄
化
坊
と
常
楽
坊
と
で
各
一
点
ず
つ
出
土
し
た
が
、
従
来
し
ら
れ
て
き
た
も
の
に
五
点
あ
る
。
従
来
の
器
は
み
な
魚
子
の
精

緻
な
点
あ
る
い
は
唐
草
紋
に
よ
っ
て
八
世
紀
前
半
に
あ
て
て
よ
い
。
第
二
汐
留
に
多
く
み
ら
れ
る
口
縁
直
下
の
細
い
突
帯
が
、
第
一
類
a
の
こ

の
五
点
中
の
四
点
に
み
ら
れ
、
第
二
類
銀
杯
の
紋
様
が
八
世
紀
前
半
あ
る
い
は
七
世
紀
末
と
考
え
う
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
類
が
ソ
グ
デ
ィ
ア

ー
ナ
銀
器
に
四
点
あ
る
こ
と
は
前
述
の
と
お
ゆ
で
あ
り
、
把
手
は
み
な
環
の
上
部
に
水
平
装
飾
板
が
あ
る
。
四
点
の
間
に
多
少
の
出
入
り
は
あ

る
が
、
環
の
下
部
に
は
杯
と
反
対
側
に
小
さ
い
突
出
が
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
中
国
製
品
は
把
手
の
な
い
も
の
も
二
点
あ
り
、
把
手
の
あ
る
も
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糠魏騨纏幽濫閣蕊懇騨

霧難i

咤二7麟

・
／
ミ
．
孕
裳
藩
峯
、
中
竃
諭
器
鍔
弛
甲

羅8中国出土の杯類

の
も
こ
れ
ら
ソ
グ
デ
ィ
ア
ー
ナ
銀
器
と
異
な
っ
て
、
銀
漏
を
環

状
に
ま
る
め
て
杯
に
つ
け
、
指
か
け
の
突
起
が
下
部
に
来
ず
、

上
部
に
あ
る
。
か
つ
水
平
装
飾
板
は
な
く
、
環
の
杯
と
反
対
側

に
も
装
飾
が
な
い
。
素
環
と
い
っ
て
よ
い
。
把
手
の
つ
く
位
置

も
環
の
上
端
が
口
縁
と
水
平
に
な
る
よ
う
な
位
置
で
は
な
く
、

離
縁
直
下
に
突
帯
が
あ
る
場
合
は
そ
れ
よ
り
下
で
あ
り
、
突
帯

の
な
い
新
出
土
品
の
場
合
も
ほ
ぼ
こ
の
位
置
で
あ
る
。
こ
の
よ

う
に
第
一
類
a
も
杯
形
は
ソ
グ
デ
ィ
ア
ー
ナ
銀
器
を
採
り
な
が

ら
、
把
手
だ
け
は
や
や
変
化
し
た
の
で
あ
る
。
第
一
類
杯
は
、

そ
の
亜
型
a
一
b
と
も
に
従
来
の
中
国
に
は
全
然
な
か
っ
た
型

式
で
あ
り
、
ま
た
サ
ー
サ
ー
ソ
朝
銀
器
に
も
全
く
存
在
し
な
い

型
式
で
あ
っ
て
、
ソ
グ
デ
ィ
ア
ー
ナ
地
方
と
唐
代
中
国
と
の
関

連
を
考
え
る
こ
と
な
し
に
、
第
一
類
鶴
形
金
銀
器
の
出
現
を
考

え
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

　
第
二
類
杯
は
、
し
か
し
、
ソ
グ
デ
ィ
ア
ー
ナ
に
も
サ
ー
サ
ー

ソ
朝
イ
ラ
ー
ソ
に
も
存
在
し
な
い
杯
で
あ
る
。
中
国
で
高
脚
つ

き
杯
が
出
現
す
る
の
は
東
灘
に
ま
で
さ
か
の
ぼ
り
、
そ
こ
で
は

長
沙
総
懸
砂
子
塘
墓
の
例
が
示
す
よ
う
に
、
内
外
に
青
粕
を
か

け
た
陶
杯
で
あ
り
、
脚
は
節
の
な
い
ず
ん
ぐ
り
し
た
も
の
、
杯
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⑦
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

部
も
口
径
が
深
さ
よ
り
大
き
く
椀
形
を
呈
す
る
（
図
8
の
4
）
。
こ
の
系
統
を
引
い
た
陶
杯
は
、
江
西
省
清
江
県
玄
冬
鎮
九
号
翠
煙
で
も
出
土
し
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

広
東
省
英
徳
県
治
洗
鎮
の
階
・
初
戦
墓
（
二
四
五
墓
）
で
青
緑
紬
を
か
け
た
も
の
が
あ
る
。
唐
代
に
も
こ
の
墨
形
は
香
炉
、
灯
台
と
し
て
あ
り
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

山
西
太
原
市
金
勝
村
三
号
墓
で
は
三
彩
の
も
の
が
出
土
し
て
い
る
。
　
三
号
墓
は
、
報
告
者
に
従
う
と
、
　
山
西
長
治
の
調
露
元
年
（
六
七
九
）
王

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

深
墓
と
構
造
が
基
本
的
に
同
じ
と
い
い
、
　
こ
の
杯
形
灯
台
を
含
む
三
彩
が
六
八
○
年
前
後
ま
で
さ
か
の
ぼ
届
こ
と
を
示
唆
す
る
。
神
龍
二
年

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

（
七
〇
六
）
永
泰
公
江
島
か
ら
も
三
彩
や
耳
垂
の
高
足
杯
残
片
が
三
点
報
告
さ
れ
て
い
る
。
金
属
製
で
は
、
階
音
叉
訓
墓
に
金
銀
杯
が
あ
り
（
図

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

8
の
5
）
、
長
沙
市
郊
外
の
六
号
階
墓
で
は
銅
杯
も
出
土
し
た
。
こ
れ
ら
の
杯
は
、
東
晋
か
ら
つ
づ
い
て
初
唐
あ
た
り
ま
で
お
こ
な
わ
れ
た
。
脚

部
は
第
二
類
銀
杯
の
脚
と
は
異
な
り
、
　
コ
豆
」
の
脚
部
と
互
換
性
が
あ
っ
て
、
と
く
に
西
方
の
杯
と
の
関
連
は
考
え
が
た
い
。
し
か
し
第
二
類

銀
杯
の
成
立
に
こ
の
東
晋
以
来
の
轡
形
が
ど
の
て
い
ど
関
与
し
た
か
。
し
い
て
結
び
つ
け
る
こ
と
は
む
り
で
あ
る
。

　
第
二
類
銀
杯
と
同
じ
形
態
を
と
る
杯
は
、
銀
製
以
外
に
あ
る
。
長
沙
南
郊
野
披
四
号
階
墓
で
は
青
粕
陶
製
の
も
の
が
あ
る
。
杯
部
口
縁
直
下

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮

に
は
銀
杯
の
よ
う
な
紐
帯
を
つ
く
ら
ず
段
と
な
っ
て
い
る
。
同
じ
も
の
が
腹
部
に
も
あ
る
（
図
8
の
2
）
。
長
沙
赤
峰
山
二
号
初
手
墓
に
は
鍍
金

錫
杯
が
あ
％
・
長
沙
近
郊
三
五
書
蓬
も
黄
褐
紬
陶
杯
が
み
と
め
ら
れ
る
・
こ
れ
は
赤
峰
山
の
脱
塩
と
非
常
に
近
い
形
状
を
と
そ
い
物

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑱
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑲

（
図
8
の
3
）
。
他
に
も
長
沙
周
辺
の
凶
漁
坑
唐
墓
、
長
塗
一
号
唐
墓
か
ら
陶
杯
が
出
土
し
て
い
る
。
陶
杯
は
花
紋
を
喜
憂
彫
り
と
す
る
か
、
あ

る
い
は
陰
刻
す
る
。
長
塗
一
号
墓
の
杯
は
底
部
を
花
弁
で
受
け
、
器
腹
に
二
本
の
刻
線
を
ま
わ
し
、
そ
の
間
に
パ
ル
メ
ッ
ト
組
み
合
せ
紋
を
飾

っ
て
い
る
（
図
8
の
一
）
。
こ
の
よ
う
に
第
二
類
銀
杯
の
系
統
は
、
鼻
嵐
を
さ
か
の
ぼ
ら
な
い
。

　
脚
杯
と
し
て
、
以
上
の
二
式
が
唐
以
前
に
み
と
め
ら
れ
る
。
第
一
は
、
そ
の
形
態
か
ら
み
て
本
来
陶
杯
で
あ
っ
た
と
お
も
わ
れ
、
そ
れ
が
晴

李
静
訓
墓
杯
の
よ
う
な
金
属
器
に
う
つ
さ
れ
た
と
考
え
る
。
第
エ
の
杯
は
そ
の
脚
の
形
状
か
ら
み
て
、
本
来
金
属
器
で
あ
っ
て
、
陶
杯
は
そ
れ

を
う
つ
し
た
も
の
で
あ
る
。
第
二
の
杯
は
ま
た
長
沙
を
中
心
と
し
た
地
域
に
集
中
し
て
い
る
特
色
が
あ
る
。
第
一
の
杯
は
中
国
で
発
生
し
て
は

じ
め
南
方
で
お
こ
な
わ
れ
、
隔
以
降
に
北
方
で
も
使
用
さ
れ
た
が
、
第
二
の
杯
、
す
な
わ
ち
第
二
類
銀
杯
の
系
譜
は
晴
代
に
は
じ
め
て
お
そ
ら

く
金
属
器
と
し
て
出
現
し
た
。
金
属
杯
を
模
し
た
陶
杯
が
実
用
の
器
と
し
て
金
豊
艶
に
か
わ
る
も
の
と
し
て
製
作
さ
れ
た
の
か
、
あ
る
い
は
明
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器
と
し
て
高
価
な
金
銀
杯
に
か
わ
っ
て
製
作
さ
れ
た
も
の
か
、
あ
き
ら
か
で
は
な
い
。
い
ず
れ
に
し
て
も
第
二
類
銀
杯
の
形
状
は
上
の
墓
中
か

ら
出
土
す
る
杯
と
相
似
形
で
あ
り
、
晴
・
初
唐
、
お
そ
ら
く
七
世
紀
は
じ
め
ま
で
は
十
分
遡
っ
て
そ
の
出
現
を
考
え
て
よ
い
。
た
だ
劇
化
坊
や

常
驚
愕
出
土
品
は
も
と
よ
り
、
従
来
し
ら
れ
て
い
る
器
も
、
細
い
早
馬
以
上
は
や
や
外
反
り
、
突
帯
以
下
は
少
し
ず
つ
底
部
に
む
か
っ
て
収
敏

し
て
丸
底
に
な
る
の
に
対
し
、
と
く
に
赤
峰
山
二
号
墓
の
錫
杯
は
突
帯
以
下
が
円
筒
状
で
、
そ
れ
に
丸
吉
が
つ
く
と
い
っ
た
形
態
を
と
っ
て
い

る
。
か
り
に
こ
の
形
態
が
時
期
差
を
あ
ら
わ
す
と
す
れ
ば
、
初
点
の
第
二
類
杯
と
八
世
紀
前
半
の
第
二
類
杯
と
の
差
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

　
第
二
類
杯
の
杯
部
に
つ
い
て
は
、
長
沙
市
郊
野
坂
三
号
墓
で
出
土
し
た
褐
市
場
杯
に
み
る
よ
う
な
杯
が
は
や
く
東
園
に
あ
り
、
階
に
出
現
し

た
こ
の
手
の
扇
形
の
祖
型
と
す
ぐ
に
は
よ
べ
な
い
ま
で
も
、
中
国
に
こ
の
倉
岳
が
す
で
に
存
在
す
る
か
ぎ
り
、
宇
部
形
態
を
中
国
の
外
に
求
め

る
こ
と
は
さ
し
ひ
か
え
る
必
要
が
あ
ろ
う
。
事
実
、
こ
の
手
の
杯
に
合
致
す
る
も
の
は
中
国
以
外
で
は
見
当
ら
な
い
。
し
か
し
脚
部
に
関
し
て

は
、
さ
き
の
第
一
の
杯
に
つ
く
脚
が
中
国
に
は
あ
る
が
、
第
二
類
杯
に
み
る
、
ソ
ロ
バ
ン
珠
状
の
節
を
つ
け
た
細
手
の
束
と
下
に
広
く
ひ
ら
い

た
基
底
と
で
構
成
さ
れ
た
脚
は
中
国
に
な
か
っ
た
も
の
で
あ
る
。

　
節
を
つ
け
た
高
下
は
銀
器
と
し
て
は
や
く
一
世
紀
の
ロ
ー
マ
帝
政
期
に
出
現
し
、
さ
か
ん
に
使
用
さ
れ
た
こ
と
が
判
明
し
て
い
る
。
し
か
し

二
世
紀
以
後
銀
杯
自
体
に
対
す
る
嗜
好
が
変
化
し
て
い
ち
じ
る
し
く
減
少
し
、
ガ
ラ
ス
器
が
と
っ
て
か
わ
っ
た
が
、
器
形
自
身
も
変
化
し
て
高

図9　ローマ銀瓶

脚
で
な
く
、
高
台
型
式
と
な
っ
た
。
と
こ
ろ
が
四
、
五
世
紀
に
お
け

る
ロ
ー
マ
銀
器
は
あ
た
ら
し
い
形
態
を
と
っ
て
出
現
す
る
。
そ
れ
が

ソ
ロ
バ
ン
珠
に
近
い
形
の
節
を
つ
け
た
台
脚
で
、
杯
以
外
に
も
皿
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

瓶
な
ど
こ
の
時
期
の
金
属
器
に
流
行
し
た
の
で
あ
る
。

　
現
在
い
わ
ゆ
る
サ
ー
サ
ー
ン
銀
器
と
し
て
理
解
さ
れ
て
い
る
銀
器

の
中
に
は
、
台
脚
を
つ
け
、
ま
た
口
縁
直
径
に
対
し
て
深
さ
の
方
が

大
き
い
杯
部
を
も
っ
た
杯
は
な
い
。
杯
と
し
て
し
ら
れ
る
も
の
は
長

77　（873）
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曲
杯
で
あ
る
。
し
か
も
長
曲
杯
に
は
台
脚
が
つ
か
ず
、
丈
の
低
い
高
台
が

つ
く
の
が
通
例
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
瓶
に
は
二
つ
き
台
脚
を
も
っ
た
も
の

が
あ
る
。
い
い
か
え
れ
ば
サ
ー
サ
ー
ン
銀
器
に
は
、
瓶
に
し
か
節
つ
き
台

　
　
　
　
　
　
　
⑫

脚
が
あ
ら
わ
れ
な
い
。
た
だ
し
こ
の
型
式
の
瓶
が
一
体
三
世
紀
か
ら
七
世

紀
に
お
よ
ぶ
時
期
の
ど
の
時
点
に
属
す
る
も
の
か
ほ
と
ん
ど
検
討
さ
れ
て

お
ら
ず
、
果
し
て
こ
れ
が
サ
ー
サ
ー
ン
銀
器
で
あ
る
か
と
い
っ
た
根
本
的

な
疑
問
が
な
い
わ
け
で
も
な
吻
・

　
ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ
ー
ン
の
バ
ラ
リ
ィ
ク
ー
テ
ペ
は
五
世
紀
末
か
ら
七
世
紀

初
頭
に
あ
た
る
城
塞
で
あ
る
。
そ
の
壁
画
は
、
六
世
紀
後
半
に
一
度
破
壊

さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
き
わ
め
て
限
ら
れ
た
一
丸
期
の
中
央
ア
ジ
ア
に
お

け
る
貴
人
風
俗
を
示
す
饗
宴
図
で
あ
る
。
地
域
と
時
代
と
か
ら
エ
フ
タ
ル

族
と
考
え
て
よ
い
ひ
と
び
と
の
持
つ
杯
に
は
、
若
干
の
例
を
の
ぞ
い
て
み

な
節
の
つ
い
た
一
三
が
つ
く
。
も
ち
ろ
ん
こ
れ
が
実
物
で
は
な
く
、
絵
画

と
し
て
変
形
な
い
し
誇
張
が
あ
る
こ
と
は
考
慮
す
る
必
要
が
あ
る
が
、
節

を
つ
け
た
と
い
う
杯
の
三
脚
と
し
て
の
特
色
は
よ
く
表
現
さ
れ
て
お
り
、

一
方
で
こ
の
種
の
杯
の
持
ち
方
ま
で
明
ら
か
に
し
て
い
る
点
、
重
要
な
資

　
　
　
⑳

料
で
あ
る
。
弓
形
に
は
、
横
に
引
き
の
ば
し
た
長
大
な
も
の
と
、
半
球
状

の
も
の
と
、
細
長
く
丈
高
い
も
の
と
あ
っ
て
、
前
二
者
は
底
部
中
央
か
ら

78 （874）

放
射
状
に
細
い
花
弁
を
あ
ら
わ
し
て
い
る
。
こ
の
紋
様
が
打
ち
出
し
に
よ
る
こ
と
は
マ
ル
シ
ャ
ー
ク
氏
が
ソ
グ
デ
ィ
ア
ー
ナ
銀
器
流
派
B
の
六
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世
紀
に
同
定
し
た
椀
と
軌
を
一
に
す
る
こ
と
か
ら
あ
き
ら
か
で
あ
る
。

　
以
上
階
代
に
出
現
し
た
第
二
類
銀
杯
、
そ
の
特
色
あ
る
台
脚
を
中
国
以
外
に
求
め
る
と
、
四
、
五
世
紀
の
ロ
ー
マ
に
流
行
し
た
も
の
で
あ
り
、

五
世
紀
末
か
ら
六
世
紀
前
半
に
あ
て
ら
れ
る
エ
フ
タ
ル
期
の
ト
ゥ
ハ
ー
リ
．
ス
タ
ー
ン
に
、
ま
た
出
現
す
る
。
中
央
ア
ジ
ア
が
こ
の
式
の
台
密
を

ロ
ー
マ
世
界
か
ら
直
接
と
り
入
れ
た
と
は
考
え
が
た
く
、
そ
の
間
に
ひ
と
つ
の
ス
テ
ッ
プ
を
お
く
と
す
れ
ば
、
エ
フ
タ
ル
と
関
連
の
深
か
っ
た

サ
ー
サ
ー
ン
の
べ
ー
ロ
ー
ズ
・
カ
ワ
ー
ド
一
世
期
を
考
慮
す
る
必
要
が
あ
る
。
こ
こ
で
注
意
す
る
の
は
心
事
平
城
遺
跡
で
出
土
し
た
鍍
金
高
足

聖
杯
で
、
節
の
つ
い
た
台
墨
を
つ
け
る
（
図
8
の
6
）
。
北
魏
の
洛
陽
遷
都
以
前
に
あ
て
る
こ
と
は
自
然
で
あ
っ
て
、
こ
の
銅
杯
が
五
世
紀
末
を

く
だ
る
こ
と
は
な
い
。
こ
の
よ
う
に
ロ
ー
マ
、
サ
ー
サ
ー
ン
朝
ペ
ル
シ
ア
、
エ
フ
タ
ル
期
中
央
ア
ジ
ア
に
ひ
ろ
く
流
布
し
た
節
つ
き
台
覧
は
、

四
世
紀
に
は
じ
ま
っ
て
、
中
央
ア
ジ
ア
で
は
と
く
に
ト
ゥ
ハ
ー
リ
ス
タ
ー
ン
に
お
い
て
六
世
紀
前
半
ま
で
確
実
に
お
さ
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

中
国
に
お
い
て
、
輸
入
で
は
な
く
、
こ
の
台
脚
を
つ
か
っ
て
自
ら
製
作
し
た
杯
は
晴
代
に
な
っ
て
あ
ら
わ
れ
る
が
、
上
の
よ
う
に
検
討
し
て
き

た
場
合
、
祖
型
が
ト
ゥ
ハ
ー
リ
ス
タ
ー
ン
方
面
か
ら
六
世
紀
末
あ
る
い
は
七
世
紀
は
じ
め
ま
で
に
流
入
し
て
い
た
と
考
え
て
な
ん
ら
不
自
然
で

は
な
い
。

　
第
一
類
杯
は
、
把
手
を
主
と
す
る
細
部
に
至
る
ま
で
（
第
一
類
β
の
把
手
は
別
に
し
て
）
、
七
世
紀
な
い
し
八
世
紀
は
じ
め
の
ソ
グ
デ
ィ
ア
ー
ナ

銀
器
と
深
い
つ
な
が
り
に
あ
り
、
第
二
類
意
の
杯
形
態
は
中
国
で
創
始
し
た
可
能
性
は
十
分
あ
る
も
の
の
、
そ
の
特
徴
的
な
台
脚
は
ト
ゥ
ハ
ー

リ
ス
タ
ー
ン
地
方
か
ら
流
入
し
て
い
た
杯
の
台
脚
か
ら
う
つ
し
か
え
た
の
で
あ
る
。
唐
代
金
銀
器
は
サ
ー
サ
ー
ン
銀
器
の
影
響
の
も
と
に
は
じ

ま
っ
た
と
従
来
理
解
さ
れ
て
き
た
。
こ
の
重
大
な
錯
誤
の
主
要
な
原
因
の
ひ
と
つ
は
、
文
献
に
み
え
る
「
胡
瓶
」
を
は
じ
め
と
す
る
「
胡
」
の

つ
く
器
物
な
い
し
物
品
を
、
頭
か
ら
「
ペ
ル
シ
ア
の
」
と
き
め
こ
ん
で
疑
わ
な
か
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
も
う
ひ
と
つ
の
原
因
は
サ
ー
サ
ー
ン
朝

王
族
の
末
額
と
唐
朝
と
の
関
係
で
あ
る
。
サ
ー
サ
ー
ン
最
後
の
ヤ
ズ
デ
ガ
ル
ド
三
世
伊
嗣
侯
は
ト
ゥ
ハ
ー
リ
ス
タ
ー
ソ
に
の
が
れ
よ
う
と
し
て

六
五
一
年
に
大
食
に
暗
殺
さ
れ
、
そ
の
子
ピ
ー
ロ
ー
ズ
卑
路
斯
は
ト
ゥ
ハ
ー
リ
ス
タ
ー
ン
に
の
が
れ
き
っ
て
疾
陵
城
に
居
り
、
こ
こ
か
ら
龍
朔

元
年
（
六
六
一
）
に
高
評
に
対
し
て
援
兵
を
求
め
、
さ
ら
に
威
享
年
間
（
六
七
〇
一
六
七
三
）
に
自
ら
入
朝
し
た
の
で
あ
る
。
そ
の
間
の
記
事
は
『
旧
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唐
書
』
巻
一
九
八
波
斯
国
伝
に
く
わ
し
い
。
高
宗
は
上
路
斯
を
厚
遇
し
た
が
、
こ
の
ピ
！
ロ
ー
ズ
と
の
関
係
で
サ
ー
サ
ー
ン
銀
器
が
動
い
た
と

考
え
る
の
は
妥
当
で
な
い
。
ピ
ー
ロ
ー
ズ
の
本
拠
は
す
で
に
サ
1
サ
ー
ン
本
土
で
は
な
く
、
ト
ゥ
ハ
ー
リ
ス
タ
ー
ソ
で
あ
っ
た
。
と
く
に
八
世

紀
に
な
っ
て
急
激
に
出
現
す
る
と
考
え
ら
れ
て
い
た
唐
代
金
銀
器
の
事
情
を
か
り
に
ピ
i
坦
ー
ズ
あ
る
い
は
ナ
ル
セ
ー
ら
の
来
住
と
む
す
び
つ

け
る
と
し
て
も
、
彼
ら
の
も
た
ら
し
た
銀
器
は
ソ
グ
デ
ィ
ア
ー
ナ
ー
ト
ゥ
口
引
リ
ス
タ
ー
ン
の
銀
器
で
あ
っ
て
、
サ
ー
サ
ー
ン
銀
器
で
は
な
い
。

　
唐
代
金
銀
器
の
う
ち
興
化
坊
や
常
楽
坊
の
金
銀
器
は
八
世
紀
前
半
の
他
の
遺
物
や
紋
様
の
あ
り
方
と
共
通
す
る
と
こ
ろ
が
多
く
、
ま
た
こ
の

時
期
に
お
け
る
紋
様
や
形
式
の
消
長
が
あ
た
か
も
三
彩
の
消
長
と
軌
を
一
に
し
て
お
り
、
こ
の
よ
う
な
点
か
ら
唐
代
金
銀
器
の
発
生
が
急
激
に

し
か
も
多
量
に
お
こ
っ
た
と
考
え
が
ち
で
あ
る
。
た
し
か
に
八
世
紀
前
半
に
急
速
に
数
量
が
増
え
た
こ
と
は
事
実
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
の
う

ち
手
が
か
り
の
あ
る
杯
形
金
銀
器
を
と
り
あ
げ
て
さ
か
の
ぼ
る
と
、
お
そ
ら
く
階
・
初
唐
に
準
備
期
間
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

①
　
q
丼
三
石
巳
当
山
6
◎
。
・
動
ミ
ら
さ
恥
6
爵
恥
曾
。
．
三
〇
6
臣
欝
お
刈
回
．

②
　
　
『
文
物
』
六
四
一
一
、
二
六
、
二
七
頁
、
『
文
物
』
七
ニ
ー
七
、
二
七
頁
、
〔
出

　
典
6
〕
、
一
七
五
番
。

③
『
文
物
臨
六
六
一
一
。

④
　
藤
田
国
雄
・
桑
原
住
雄
編
『
中
華
人
民
共
和
国
出
土
文
物
展
図
録
』
朝
日
新
聞

　
社
、
東
京
、
一
九
七
三
、
二
〇
三
番
。
報
告
に
つ
い
て
は
、
『
文
物
』
七
二
一
入
、

　
三
九
－
五
一
頁
。

⑤
　
　
『
文
物
』
五
九
－
八
、
五
頁
、
図
五
。

⑥
　
ユ
ー
モ
ル
フ
ォ
プ
ー
ロ
ス
n
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
（
京
大
人
文
研
考
古
資
料
一
二
二

　
四
番
）
、
『
階
唐
の
美
術
』
大
阪
市
立
美
術
館
、
一
九
七
六
、
二
⊥
一
八
、
二
⊥
二

　
〇
、
二
⊥
三
　
（
大
和
文
華
館
蔵
）
、
他
に
一
点
（
京
大
人
文
研
考
古
資
料
七
二

　
八
）
が
あ
る
。
そ
の
う
ち
一
丁
二
八
は
青
銅
鍍
金
で
あ
る
。

⑦
湖
南
省
博
物
館
「
長
沙
南
郊
的
両
晋
南
朝
階
代
墓
葬
」
（
『
考
古
』
六
五
i
五
）
、

　
一
ご
一
七
頁
。
高
足
杯
一
点
、
砂
子
塘
墓
三
号
出
土
と
報
告
に
あ
る
。
晋
墓
は
、
黄

　
泥
塘
二
、
　
一
二
号
、
砂
子
塘
二
号
、
醐
泥
坑
一
号
な
ど
四
基
と
野
阜
三
号
の
㎜
基

　
で
、
砂
子
塘
二
号
が
あ
っ
て
三
母
は
な
い
。
砂
子
塘
三
号
は
二
号
の
誤
り
と
お
も

　
わ
れ
る
。

⑧
江
西
文
物
管
理
委
員
会
「
江
西
溝
江
晴
墓
発
掘
簡
報
」
（
『
考
古
』
六
〇
一
一
）
、

　
二
七
頁
、
二
九
頁
図
四
の
二
。
九
号
墓
と
同
じ
構
造
の
一
、
八
号
両
墓
に
は
開
皇

　
一
〇
年
（
五
九
〇
）
紀
年
遡
が
あ
る
。

⑨
　
徐
恒
彬
「
広
東
英
徳
治
淡
鎮
南
朝
階
唐
墓
発
掘
」
　
（
『
考
古
』
六
三
－
九
）
、
四

　
八
九
頁
図
七
の
六
。

⑩
山
西
省
文
物
管
理
委
員
会
「
太
原
南
切
金
勝
村
三
号
唐
墓
」
（
『
考
古
臨
六
〇
1

　
一
）
、
三
八
頁
図
心
の
五
。

⑪
王
深
墓

⑫
　
　
『
文
物
』
六
四
一
一
、
一
五
頁
。

⑬
唐
金
裕
「
西
安
西
郊
階
李
静
訓
墓
発
掘
簡
報
」
（
『
考
古
』
五
九
－
九
）
、
四
七

　
㎜
頁
、
図
版
三
の
九
。

⑭
湖
南
省
博
物
館
「
長
沙
両
替
南
朝
階
墓
発
掘
報
告
」
（
『
学
報
臨
五
九
－
三
）
、

　
九
七
頁
。
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一九五六年来出土の唐代金銀器E｛その編年（桑山）

　
⑮
前
注
⑦
の
文
献
。

　
⑯
　
湖
南
省
博
物
館
「
長
沙
赤
峯
山
二
号
唐
馬
簡
介
」
　
（
『
文
物
』
六
〇
1
三
）
、
五

　
　
山
ハ
頁
、
五
七
百
パ
國
二
。

　
⑰
　
湖
南
省
博
物
館
「
湖
南
長
沙
近
郊
階
唐
墓
清
理
」
　
（
『
考
古
』
六
六
一
四
）
、
二

　
　
〇
八
頁
、
図
版
八
の
七
、
函
七
の
一
四
。

　
⑬
　
『
全
国
基
本
建
設
工
程
中
出
土
文
物
展
覧
図
録
』
一
九
五
六
、
図
版
一
九
〇
。

　
⑲
　
文
道
義
「
略
談
長
沙
近
郊
的
唐
代
墓
葬
」
　
（
『
文
物
』
五
九
－
八
）
、
図
五
。

　
⑳
　
前
注
⑦
の
文
献
、
図
版
七
の
四
、
ニ
ニ
七
頁
。

　
⑳
　
U
璽
同
．
o
Q
貯
。
コ
σ
q
■
O
遷
暮
§
乱
肉
。
§
§
Q
。
ミ
§
斜
験
ミ
ミ
ミ
ミ
近
目
。
琶
。
戸

　
　
　
　
資
料
出
典

1
　
李
問
渠
「
弥
富
珍
貴
的
天
喜
遣
物
－
西
安
全
品
発
現
楊
国
忠
進
貢
銀
鍵

一
」
（
『
文
参
』
五
七
1
四
）
。

2
　
『
中
華
人
民
共
和
国
西
安
市
図
片
・
文
物
展
示
目
録
』
京
都
、
一
九
七
五
。

3
　
馬
得
志
「
唐
代
長
安
平
康
坊
出
土
的
難
金
茶
托
子
」
（
『
考
古
』
五
九
1

　
＝
一
）
。

4
　
陳
西
省
博
物
館
（
心
向
群
・
朱
捷
元
）
　
「
陳
西
省
耀
県
習
慣
背
陰
村
出

　
土
一
批
唐
代
銀
器
」
（
『
文
物
』
六
六
i
一
）
。

5
　
陳
西
省
博
物
館
（
李
長
慶
・
黒
光
）
「
西
安
市
北
郊
発
現
唐
代
金
花
銀

　
盤
」
（
『
文
物
』
六
三
－
一
〇
）
。

6
　
藤
田
国
雄
・
桑
原
住
雄
編
『
中
華
人
民
共
和
国
出
土
文
物
展
図
録
』
朝

　
日
新
聞
益
、
東
京
、
一
九
七
三
。

7
　
西
安
市
文
物
管
理
委
員
会
（
劉
災
・
何
質
夫
）
「
西
安
市
東
南
郊
沙
披
村

　
出
土
一
批
唐
代
銀
器
」
（
『
文
物
』
六
四
－
六
）
。

　
　
お
0
ρ
℃
℃
■
ド
ω
も
。
占
。
。
。
。
．

　
⑫
鋭
勺
。
℃
Φ
（
。
e
．
銅
的
ミ
調
書
ミ
姦
盗
§
』
篭
り
国
。
・
』
b
。
①
』
ω
蒔
・

　
㊥
　
深
井
晋
司
氏
が
瓶
形
銀
器
の
検
討
を
お
こ
な
わ
れ
た
。
製
作
地
、
製
作
年
代
に

　
　
も
解
答
を
出
し
て
お
ら
れ
る
。
瓶
形
金
属
器
を
集
成
し
て
分
類
と
編
年
が
お
こ
な

　
　
わ
れ
て
い
る
。
　
「
ア
ナ
ー
ヒ
タ
ー
女
神
装
飾
鍍
金
銀
製
把
手
付
水
瓶
一
所
謂
く
胡

　
　
瓶
V
の
源
流
問
題
に
つ
い
て
一
」
（
『
ペ
ル
シ
ア
古
美
術
研
究
ー
ガ
ラ
ス
器
・
金
属

　
　
器
一
』
爽
京
、
一
九
六
八
）
。

　
⑳
弊
二
．
≧
巴
畠
7
♂
軌
§
§
§
愚
§
い
嘲
↓
替
M
ハ
2
↓
噂
目
㊤
①
ρ
℃
鵠
ρ
鴇
b
。
噂
H
ω
。
。
縛
Φ
．

　
　
哨
星
皇
二
p
鼠
§
ぎ
魯
N
。
ミ
向
裏
G
§
馬
§
二
三
ミ
リ
。
譲
。
剛
一
．
一
ミ
ρ
℃
℃
」
δ
ム
一
り
■

8
　
『
新
中
国
出
土
文
物
』
外
文
出
版
社
、
北
京
、
一
九
七
二
。

9
　
陳
西
省
博
物
館
・
文
物
管
理
委
貫
会
編
『
文
化
大
革
命
期
間
陳
西
出
土

　
文
物
』
陳
西
人
属
出
版
社
、
西
安
、
一
九
七
三
。

10

@
『
中
華
人
民
共
和
国
古
代
青
銅
器
展
』
（
図
録
）
日
本
経
済
薪
聞
祉
、
一

九
七
六
。

11

@
映
西
省
博
物
館
・
文
物
管
理
委
員
会
写
作
小
組
「
西
安
南
郊
何
家
村
発

　
見
唐
代
鎧
鼠
文
物
」
（
『
文
物
』
七
二
一
一
）
。

12

@
夏
鮪
「
無
産
階
級
文
化
大
占
命
中
的
考
古
新
発
現
」
（
『
考
古
』
七
ニ
ー

　
一
）
。

13
@
閣
轟
「
西
安
出
土
的
唐
代
金
銀
器
」
（
『
文
物
』
五
九
－
八
）
。

　
　
　
　
付
図
出
典

　
口
　
絵

　
ω
出
典
2
七
頁
、
図
五
四
。

　
②
　
出
典
β
　
一
四
一
番
。
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③
　
毘
典
1
3
　
三
四
頁
、
図
一
。

¢
o
　
　
『
文
化
大
革
命
期
聞
出
土
文
物
』
第
一
輯
、
五
七
頁
。

⑤
　
出
典
8
　
一
五
九
図
。

⑥
　
朝
日
新
聞
社
編
『
文
化
大
革
命
中
の
中
国
出
土
文
物
』
、

⑦
　
⑥
に
同
じ
。
三
〇
図
。

⑧
　
出
典
6
　
一
四
九
番
。

⑨
　
出
典
7
　
図
版
｝
｝
1
一
。

⑩
　
出
典
1
2
　
図
版
一
一
－
一
。

0⇒

o
典
2
七
頁
、
図
四
八
。

⑫
　
出
典
7
　
図
版
一
一
i
三
。

㈲
　
出
典
7
　
図
版
一
一
－
二
。

⑭
「
出
典
4
図
版
七
一
五
。

㈱
　
　
山
国
血
ハ
7
　
　
図
版
一
一
－
六
。

⑯
　
⑥
に
同
じ
。
三
〇
図
。

⑰
　
出
典
4
　
図
版
七
－
六
。

⑱
　
出
典
4
　
図
版
八
－
二
。

⑲
④
に
同
じ
。
五
六
頁
、
下
段
図
。

　
　
ω
に
同
じ
。
五
四
頁
、
下
段
右
図
。

㈱
　
㈲
に
同
じ
。
四
六
頁
、
下
段
図
。

⑳
　
ω
に
同
じ
。
四
五
頁
、
下
段
図
。

　
　
ω
に
同
じ
。
五
五
頁
、
下
段
図
。

㈱
ω
に
同
じ
。
四
六
頁
、
中
段
図
。

一
五
三
図
。

　
　
　
本
文
挿
図

図
1
　
出
典
3
　
図
版
六
。

図
2
出
典
4
図
版
六
・
七
・
八
。

図
3
　
出
典
2
　
図
五
一
。

図
4
出
典
2
図
五
三
。

図
5
　
『
文
化
大
革
命
期
間
出
土
文
物
』
第
一
輯
、
四
四
頁
上
図
、
四
八

　
　
頁
、
五
八
頁
下
図
。

図
6
　
出
典
1
3
　
三
四
頁
、
図
6
。

図
7
じ
門
●
第
ヨ
巷
募
お
9
§
ミ
“
逡
。
偽
ら
§
Q
曾
p
≧
。
Ω
窃
・
。
篇
㊤
謡
”

　
　
円
・
お
”
謡
u
心
♪
ば
一
b
⊃
①
●

図
8
　
e
『
文
物
』
五
九
一
八
、
二
四
頁
、
図
五
。

　
　
　
⇔
『
考
古
』
六
五
－
五
、
図
版
七
一
八
。

　
　
　
⇔
『
考
古
』
六
六
－
四
、
図
版
八
一
七
。

　
　
　
國
『
考
古
』
六
五
i
五
、
図
版
七
i
五
。

　
　
　
的
中
国
科
学
院
考
古
研
究
所
編
『
新
中
国
的
考
古
収
獲
』
北
京
、

　
　
　
　
一
九
六
二
、
図
版
一
〇
四
一
三
。

　
　
　
㊧
　
　
『
文
化
大
革
命
期
間
出
土
文
物
』
第
一
輯
、
一
五
〇
頁
。

図
9
　
U
9
中
ω
葺
8
σ
q
”
O
裏
罫
§
馬
肉
。
ミ
§
Q
o
ミ
§
亀
綾
ご
ミ

　
　
㌧
ミ
ミ
目
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⇔
幽
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O
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三

図
1
0
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3
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≧
『
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く
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国
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Q
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京
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T’ang　Gold　and　Silver：　the　Recently’Unearthed　Materials

　　　　　　　　　　　　　　　　　and　their　Chronology

by

Shoshin　Kuwayama

　　The　T’ang　go！d　and　silver　wares　have　been　discussed　on　the　base

bf　the　materiais　such　as　those　bf　unknown　provenances　collected　either

personally　or　by　museum　outside　of　China　and　the　objects　related　to

the　T’ang　silver　inherited　in　Shosoin　as　weil　as　the　written　records

of　historical　characters．’Since　1956　more　than　260　pieces　have　been

found　scientifically　ot・　by　chance　at　11　sites　in　and　around　Ch’ang－an

長安or　the　capital　of　the　T’ang　Periods．　The　finds　apPear　to　have

been’@’cbnnected　exclusively　to　habitation　quarters，　discovered　neither

as　funerai　objects　nor　as　the　Buddhist　relics．

　　By　the　legends　inscribed　on　the　wares　themselves　and　the　objects

other　than　the　gold　and　silver　from　the　datable　T’ang　graves，　they　can

chronologically　be　settled　’into　three　groups：　（1）　the　first　and　earlier

group　dated　to　the　first　half　of　the　8th　century　is　the　mose　elaborate

and　prospetous　in　quality　and　quantity，　and　shows　a　common　destiny

to　the　Tri．colour　Pottery三彩，（2）the　second　and　intermed圭ate　has　few

example　except　a・gilt－silver　plate　with’paired　phoenix　design　found

from　outside　of・the　Western　limit’oi　Ta－ming－kung　palace，　and　（3）　the

third　and　most　deteriorated　from　the　middle　of　the　9th　century　on．　is

the　prelude　to　the　mass－production　of　the　Sung　silver．

　　Among　the　first　group　the　striking　features　are　the　ring　handle　and

ball　Stem　of　certain　types　of　cups．　The　former　claims　a　Strong　paral－

lelism　to　those　of　the　Sogdian　silver　systematically　analized　and　dated

by　Marshak　to　the　7th　and　the　8th　centuries，　while　the　latter　reveals

to　have　been　the　most　favourite　type　of　goblets　among　the　Hephthalite

rulers　in　Tokharistan，　but　never　used　in　China　unti1　the　Sui　dynasty．

This　facts　freshly　tell　that　the　Sogd－Tokharistan　si1ver　should　bring

to　light　the　obscure　prehistory　and　earlier　history　of　the　T’an．cr　precious

metal　wares　against　the　routine　view　that　the　Sassanian　silver　pro－

foundly　influenced　the　explosive　emergence　of　the　T’ang　gold　and　silver．

（969）




